
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

第一学習社　標準現代の国語

国語

5

水の東西

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

東西の対比関係を用いながら、日本の水文化
に見られる特徴について論じる叙述の方法を
把握する。
東西の文化を比較して述べた文章を読み、自
分の意見や考えを論述する。水を用いた芸術
や仕掛けについて積極的に題材を探し、表現
の仕方を工夫して説明しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○〇

知

新出漢字の読み書きを学習し、自らの語彙を
増やしている。語句の意味、使い方などを理
解している。
より効果的な根拠の示し方や説明のやり方を
考え、自分の考えを的確に表現することがで
きる。
本文の構成と論理の展開をとらえ、要約し、
筆者の意見を読み取ろうとしている。

〇 ○

4

イースター島になぜ森がないのか

話し方の工夫
スピーチで自分を伝える

スピーチを通して、自分の気持ち
を分かりやすく伝える方法を学
ぶ。発展内容として、ビブリオバ
トルを行う。

〇 〇

言語としてのピクトグラム ピクトグラムが持つ言語としての
機能を理解し、表現の多様性につ
いて考える。

〇 〇

「弱いロボット」の開発意図を読
み取り、社会における対人関係に
ついて考える。

〇

6

「弱いロボット」の誕生

〇〇

期末考査
○ ○

前教材での学習をベースに、二項対立の基本
的な文章構造、論理構造を理解することが出
来る。
入試頻出である伝統的日本観と伝統的西洋観
を理解し、日本人の行動契機等につなげて、
具体的に理解することができる。

〇 〇

２
学
期

なぜ本を読むのか 筆者の考える読書の効用につい
て、論理構成をもとに考え、自分
の身近な例に当てはめて考えを深
める。

東西の二項対立を考えながら、日
本と西洋の文化を比較する叙述の
方法を理解する。

〇

中間考査

間の感覚 二項対立を軸に、伝統的日本観と
伝統的西洋観を理解し、双方の文
化的特徴の理解を深める。

１
学
期

○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感
じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、我が国の
言語文化の担い手としての自覚をもとうとしてい
る。

現代の国語

配当
時数

（１組：西山　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 現代の国語 2

（２組：西山　　） （３組：西山　　）（４組：園部　　）（５組：園部　　）

態

現代の国語国語

領域
評価規準

○

実社会に必要な国語の知識（漢字・語句）や技
能を身に付けている。

論理的に考える力や、筆者の意見を適切に読み取る
力を基に、意見を構築し、他者との関わりの中で共
感し、伝え合う力を高めている。

〇

○ 1

6

1

〇 〇

読み手の理解が得られるよう、論理の展開、
情報の分量や重要度などを考えて、文章の構
成や展開を工夫している。
学習課題に沿ってピクトグラムの問題点や修
正案を考え、積極的に発表しようとしてい
る。

6

6

6

1中間考査

自分の気持ちや伝えたい内容を論理的に矛盾
の無い構築で話す準備を行い、実際にスピー
チを行うことができる。
お互いのスピーチを通して、相手の意見を理
解し、自分の意見を深めることができる。

1
期末考査

「弱いロボット」の開発意図を読み取り、社
会における対人関係について考えを深める。
筆者が開発した「弱いロボット」について述
べた文章を読み、自分の意見や考えを、表現
を工夫して書こうとしている。

イースター島の歴史について理解
を深め、人間の在り方を自分の言
葉で考える。

〇

イースター島の歴史について理解し、筆者が
提示する人類と生態系のあり方について考察
する。
自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根
拠の示し方や説明のしかたを工夫する。持続
可能性について述べた文章を読み、自分の意
見や考えを論述する。
例示などの修辞を理解する。

〇 〇〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇〇

〇〇



３
学
期

合計

50

学年末考査 1

6

黄色い花束 筆者が体験したコソボでの出来事
と、筆者の過去の関係について考
え、筆者の思いを読み取る。

コソボの話題と筆者の子供時代の話題との関
係を把握し、子供たちに対する筆者の思いに
ついて考えを深める。
戦争や紛争について考えを深め、自分の考え
が的確に伝わるように、根拠や説明を工夫し
て表現しようとしている。

〇 〇 〇 〇

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

・返り点を理解し、書き下し文を書くことがで
きる。
・置き字・再読文字を理解している。
・成句や格言の意味を理解している。

〇〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇〇

・特徴的な表現技法とその効果を理解してい
る。
・内容や構成、展開について叙述をもとに理解
している。
・中原中也をはじめとした、日本の韻文の歴史
を理解している。

〇

期末考査 〇〇 1

古典の世界に親しむために必要な文語のきまりや古
典特有の表現になどについて理解している。
適切な場面・心情理解のために必要な語彙や文脈で
捉える知識を身につけている。

文章内容や構成、展開や心情などを的確に捉え、自
分のものの見方や感じ方を深めている。
思考に必要な語彙を豊かにし、その語彙を用いて適
切で効果的な表現方法を身につける。

〇

○ 1

5

1

〇 〇

・時代背景を手掛かりにあらすじを理解する。
・情景描写について理解している。
・語彙を基に心情を理解している。
・太宰治の経歴や他作品の知識をもっている。 7

8

4

1

・歴史的仮名遣いを正しく読むことが出来る
・動詞の活用を正しく理解している。
・主語を補い、正しく内容を理解できる。
・重要単語の意味を理解している。
・修辞をもとに、和歌を理解している。
物語文学の歴史について理解している。

○

中間考査

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

古典作品や文学作品を通して、我が国の文化や外国
の文化を理解し、その特質や関係性などを進んで思
考し、深めることができる。

言語文化

配当
時数

（１組：園部　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 言語文化 2

（２組：園部　　） （３組：園部　　）（４組：西山　　）（５組：西山　　）

態

言語文化国語

領域
評価規準

○

6

詩歌

〇〇

期末考査
○ ○

・話の内容を要約し、当初の下人の心情と、結
末での下人の心情の違いを説明することができ
る。
・利己主義的な考え方に触れ、下人のその後を
想像して自分の言葉で説明しようとしている。
・芥川龍之介の経歴や他の作品を理解し、文学
作品の知識を深めることができた。

〇

２
学
期

言語文化と古文
古文に親しもう
歴史的かな遣い

・有名作品の序文を音読すること
で、古典作品の特徴やリズムを理解
し、古典作品への興味を深めること
ができる。
・基本的な文語のきまりや特有の表
現を理解する。

・文語のきまりや特有の表現をもと
に、文章の情景や内容を理解するこ
とができる。
・宇治拾遺物語をはじめとした説話
の歴史を理解し、深める。

〇

中間考査

羅生門 ・老婆と関わることで変化していく
下人の心情を掴み、利己主義的な考
え方について考えを深める。
・芥川龍之介の功績や他の作品を理
解し、文学作品への興味を深める。

訓読のきまり
格言

○

伊勢物語 ・文語のきまりや特有の表現をもと
に、文章の情景や内容を理解するこ
とができる。
・和歌や表現に込められた人物の思
いを理解している。
・伊勢物語をはじめとした物語の歴
史を理解し、深める。

〇 〇

葉桜と魔笛 ・小説に描かれた時代背景やあらす
じを掴むことができる。
・表現（情景・語彙）や文脈をもと
に、登場人物の心情を理解すること
ができる。
・太宰治の功績や他作品を理解し、
文学作品への興味を深めることがで
きる。

〇 〇

・繰り返し音読し、表現やリズムの
特徴を理解する。
・表記や修辞法の効果を理解する
・日本における韻文の歴史を理解す
る。 〇

・漢文における訓読の基本的なきま
りについて理解する。
・置き字・再読文字について理解す
る。
・成句・格言について理解を深め
る。

〇

数研出版　新編言語文化

国語

5

宇治拾遺物語

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・歴史的仮名遣いを正しく読むことが出来る。
・主語を補い、正しく内容を理解できる。
・重要単語の意味を理解している。
・説話の歴史について理解している。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○〇

知

・言語と文化の関係を理解している。
・有名作品の序文を理解している。
・歴史的仮名遣いを正しく読むことが出来る。

〇 ○

4
１
学
期



〇 〇

学年末考査 1

6

平家物語 ・文語のきまりや特有の表現をもと
に、文章の情景や内容を理解するこ
とができる。
・時代背景や特有の倫理観をもとに
人物の思いを理解している。
・平家物語をはじめとした歴史物語
の歴史を理解し、深める。

・歴史的仮名遣いを正しく読むことが出来る
・用言の活用を正しく理解している。
・主語を補い、正しく内容を理解できる。
・重要単語の意味を理解している。
・時代背景と倫理観を基に、人物の言動・心情
を理解している。
歴史物語の歴史について理解している。

〇 〇

〇 〇

合計

50



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
　産業革命とアメリカ独立戦争
　フランス革命とウィーン体制
　南北戦争とラテンアメリカ諸国
　オスマン帝国とロシアの改革
　アヘン戦争と日本の開国
　江戸幕府の滅亡
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ
大陸、オスマン帝国における政治、各地域間
や清や日本などアジア諸国と欧米諸国の経済
と社会について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ
大陸、オスマン帝国のできごとや影響などに
着目して、相互に関連付けたりなどして、18
世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ大
陸、東アジア諸国における経済活動の特徴、
アジア各地域の関係、アジア諸国と欧米諸国
との関係などを多面的・多角的に考察し、表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ
大陸とアジアとの歴史の変化に関わる諸事象
について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追及・解決しようとしている。

○ ○

歴史的な事象に対する基礎的・基本的な知識・技能を身に着ける。

（５組：大久保）

近現代における日本と世界における諸事象につ
いての深い理解を通して、我が国だけでなく、
諸外国と諸外国の文化を尊重することの大切さ
を自覚している。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合

（１組：大島）

○ 6

配当
時数

単元〔１．近代化への胎動〕

　17以降の日本やアジア諸国の政
治経済と歴史的な変化について理
解する。

・指導事項
　幕藩体制と東アジアの交易
　田沼政治と寛政の改革
　諸外国の接近と東アジア諸国
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用

5

単元〔２．欧米の市民革命と「西
洋の衝撃」〕

　18世紀とその前後のヨーロッパ
やアメリカ大陸とアジアとの歴史
の変化に関わる諸事象について理
解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

（２組：大島） （３組：大久保） （４組：大久保）

地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代における日本と世界における諸事象につ
いて理解している。

近現代における日本と世界における諸事象につ
いて、相互に結び付けたり、比較したりして多
面的・多角的に考察し表現している。

歴史総合(実教出版)

地理歴史

歴史的な事象について,要因や結果,他の事象との関連性などを考え,その考えを表現することができる。

歴史的な事象について興味・関心,疑問を抱き,自らの考えを深めようとしている。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○ ○ 1

単元〔３．欧米諸国と日本の国民
国家形成〕

 19世紀後半のヨーロッパの動きと
日本との関連に関わる諸事象につ
いて理解する。

・指導事項
　英仏の繁栄と伊独の統一
　明治政府の改革
　日本のアジア外交と国境問題
　自由民権運動と大日本帝国憲法
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　19世紀後半のヨーロッパや日本における政
治，ヨーロッパ各地域間や日本と欧米諸国の
関係などを基に，19世紀後半のヨーロッパと
日本の政治と社会を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
 19世紀後半の欧米諸国が日本に与えた影響
などに着目して，主題を設定し，ヨーロッパ
諸国とその他の地域の動向を比較したり，相
互に関連付けたりするなどして，19世紀後半
のヨーロッパにおける政治活動の特徴，ヨー
ロッパ各地域間の関係，日本と欧米諸国との
関係などを多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
 19世紀後半のヨーロッパの動きと日本との
関連に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追求，解決し
ようとする態度を養う。

○ ○ ○ 4

1
学
期

2
学
期

【知識及び技能】
　17以降の日本やアジア諸国の政治経済を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　17以降の日本やアジア諸国の政治経済につ
いて、それぞれの国・地域の動向を比較した
り、相互に関連付けたりして多面的・多角的
に考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　17以降の日本やアジア諸国の政治経済と歴
史的な変化についての深い理解を通して、我
が国のみならず他国を尊重することの大切さ
を自覚している。

○ ○ ○



5

1

単元〔５．第一次世界大戦と大衆
社会〕

　20世紀初頭から戦間期にかけて
の日本を中心に世界的な動きと関
わる諸事象につい理解する。

・指導事項
　第一次世界大戦
　ロシア革命とソ連の成立
　米騒動とデモクラシー
　ヴェルサイユ・ワシントン体制
　アジアの民族運動
　第一次世界大戦後の欧米諸国
　社会運動と普通選挙の実現
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経
済成長，ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合
衆国の台頭，ナショナリズムの動向と国際連
盟の成立などを基に，総力戦と第一次世界大
戦後の国際協調体制を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が
大戦後の世界に与えた影響，日本の参戦の背
景と影響などに着目して，主題を設定し，日
本とその他の国や地域の動向を比較したり，
関連付けたりするなどして，第一次世界大戦
の性格と惨禍，日本とアジア及び太平洋地域
の関係や国際協調体制の特徴などを多面的・
多角的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　20世紀初頭から戦間期にかけての日本を中
心に世界的な動きと関わる諸事象について，
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
追求，解決しようとする態度を養う。

○ ○ ○ 7

・指導事項
　世界恐慌と各国の対応
　ファシズムの時代
　満洲事変と軍部台頭
　日中戦争と戦時体制
　第二次世界大戦の勃発
　第二次世界大戦の終結
　国際連合の成立と冷戦
　日本占領と日本国憲法
　朝鮮戦争と日本
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　第二次世界大戦の展開と国際経済体制，冷
戦の始まりとアジア諸国の動向，戦後改革と
日本国憲法の制定，平和条約と日本の独立の
回復などを基に，第二次世界大戦後の国際秩
序と日本の国際社会への復帰を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が
大戦後の世界に与えた影響，第二次世界大戦
後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影響な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，第二次世界大戦の性
格と惨禍，日本に対する占領政策と国際情勢
との関係などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　世界恐慌から第二次世界大戦の後の日本の
独立回復までの日本と世界の歴史の変化に関
わる諸事象について，よりよい社会の実現を
視野に課題を追求，解決しようとする態度を
養う。

○ ○ ○ 9

単元〔６．経済危機と第二次世界
大戦①〕

　世界恐慌から第二次世界大戦の
後の日本の独立回復までの日本と
世界の歴史の変化に関わる諸事象
について理解する。

定期考査 ○ ○ 1

単元〔４．帝国主義の時代〕

　帝国主義や日本のアジア進出に
関わる諸事象について理解する。

・指導事項
　帝国主義の時代へ
　朝鮮を巡る国際関係と日清戦争
　日清戦争後の東アジア
　日露戦争と東アジア
　日本の産業革命
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

2
学
期

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
　19世紀から20世紀初頭にかけてのアジアや
日本における生産と流通，アジア各地域間や
アジア諸国と欧米諸国の貿易などを基に，19
世紀から20世紀初頭のアジアの経済と社会を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　19世紀から20世紀初頭にかけての欧米諸国
の帝国主義が世界に与えた影響などに着目し
て，主題を設定し，ヨーロッパ諸国とその他
の地域の動向を比較したり，相互に関連付け
たりするなどして，19世紀から20世紀初頭の
日本における政治の特徴，アジア各地域間の
関係，アジア諸国と欧米諸国との関係などを
多面的・多角的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　帝国主義や日本のアジア進出に関わる諸事
象について，よりよい社会の実現を視野に課
題を主体的に追求，解決しようとする態度を
養う。

○ ○ ○



合計

○ ○ 1

単元〔９．グローバル化と現代世
界】

　21世紀に入って日本と世界の歴
史の変化に関わる諸事象について
理解する。

・指導事項
　地域紛争と対立
　国際秩序の変容
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　歴史的経緯を踏まえて，現代的な諸課題を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　事象の背景や原因，結果や影響などに着目
して，日本とその他の国や地域の動向を比較
し相互に関連付けたり，現代的な諸課題を展
望したりするなどして，主題について多面
的・多角的に考察，構想し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　21世紀に入って日本と世界の歴史の変化に
関わる諸事象について，よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追求，解決しようと
する態度を養う。

○ ○ ○ 2

3

単元〔８．多極化する世界】

　1970年代に入り石油危機などが
起きたころから21世紀の現代まで
の日本と世界の歴史の変化に関わ
る諸事象について理解する。

・指導事項
　石油危機と世界経済
　緊張緩和から冷戦終結
　日本の経済大国化
・教材
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　石油危機，アジアの諸地域の経済発展，市
場開放と経済の自由化，情報通信技術の発展
などを基に，市場経済の変容と課題を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　アジアの諸地域の経済発展の背景，経済の
自由化や技術革新の影響，資源・エネルギー
と地球環境問題が世界経済に及ぼした影響な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，市場経済のグローバ
ル化の特徴と日本の役割などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　1970年代に入り石油危機などが起きたころ
から21世紀の現代までの日本と世界の歴史の
変化に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追求，解決し
ようとする態度を養う。

○ ○ ○ 3

48

3
学
期

単元〔７．冷戦と脱植民地化〕

1950年代の冷戦期から1970年代の
石油危機で日本の高度経済成長期
がおわるころの日本を中心に世界
的な動きと関わる諸事象について
理解する。

・指導事項
　植民地の独立
　米ソ両陣営の動揺
　日本の国際社会復帰
　教科書、地図帳、ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦
下の地域紛争，先進国の政治の動向，軍備拡
張や核兵器の管理などを基に，国際政治の変
容を理解している。西ヨーロッパや東南アジ
アの地域連携，計画経済とその波及，日本の
高度経済成長などを基に，世界経済の拡大と
経済成長下の日本の社会を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治に
及ぼした影響などに着目して，主題を設定
し，日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，地
域紛争と冷戦の関係，第三世界の国々の経済
政策の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転
換の要因などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
1950年代の冷戦期から1970年代の石油危機で
日本の高度経済成長期がおわるころの日本を
中心に世界的な動きと関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追求，解決しようとする態度を養う。

○ ○ ○

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１．多項式の加法と減法
２．多項式の乗法
３．因数分解

【知識・技能】
単項式や多項式など式に関する用語を理解してい
る。展開公式、因数分解の公式を利用できる。
【思考・判断・表現】
複雑な式についても、工夫をすることにより、展
開、因数分解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
式の整理や変形に関心を持ち、よりよい方法を考察
しようとする。

○

1

１．集合
２．命題と条件
３．命題と証明

【知識・技能】
空集合，共通部分，和集合，補集合について理解し
ている。必要条件，十分条件，必要十分条件，同値
の定義を理解している。命題の逆・対偶・裏の定義
と意味を理解しており，それらの真偽を調べること
ができる。
【思考・判断・表現】
条件を満たすものを集合の要素としてとらえること
ができる。命題が偽であることを示すには，反例を1
つあげればよいことが理解できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合について，それぞれの特徴や関係に合った表現
方法を考察しようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査 ○

第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
2次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，2次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータなどの情報機器を用いて
グラフをかくなどして多面的に考
察する。

指導項目・内容 評価規準 知 思
配当
時数

8

〇 1

8

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよ
うになる。

知識の習得と技術の習熟を図り,数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 態

第１章　数と式　第２節　実習
中学校までに取り扱ってきた数を
実数としてまとめ，数の体系につ
いての理解を深める。その際，実
数が四則演算に関して閉じている
ことや，直線上の点と1対1に対応
していることなどについて理解す
るとともに，簡単な無理数の四則
計算ができるようにする。

○ 〇

第２章　集合と命題
集合と命題に関する基本的な概念
を理解し，それを事象の考察に活
用できるようにする。

○

１．関数とグラフ
２．２次関数とグラフ

【知識・技能】
y=f(x)  や f(a)  の表記を理解しており，用いるこ
とができる。平方完成を利用して，2次関数
y=ax^2+bx+c のグラフの軸と頂点を調べ，グラフを
かくことができる。
【思考・判断・表現】
放物線の平行移動を，頂点の移動に着目して，考察
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活に見られる関数の具体例を見つけて考察し
ようとする。日常生活に見られる関数の具体例を見
つけて考察しようとする。

○ ○ ○

１
学
期

第１章　数と式　第１節　式と計
算
式を，目的に応じて1つの文字に着
目して整理したり，1つの文字にお
き換えたりするなどして既に学習
した計算の方法と関連付けて，多
面的に捉えたり，目的に応じて適
切に変形したりする力を培う。

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

数や式を多面的にみたり適切に変形したりする力，
図形の性質や計量について論理的に考察し表現する
力，関数関係に着目し事象を的確に表現して考察す
る力，データの散らばりや変量間の関係などに着目
し，分析を行う力を養う。

高等学校　数学Ⅰ（数研出版）

数学

事象を多面的にみたり,論理的に考察し,それらを表現する力を身に着ける。

数学のよさを認識し，数学を活用しようする姿勢を養う。

４．実数
５．根号を含む式の計算

【知識・技能】
有理数、整数、有限小数、循環小数等の用語を理解
している。平方根、根号の意味・性質を理解し、計
算することができる。
【思考・判断・表現】
四則計算を可能にするために数が拡張されてきたこ
とを理解している。根号を含む式の計算について，
一般化して考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
今まで学習してきた数の体系について整理し，考察
しようとする。

○ ○ ○ 5

第１章　数と式　第３節　１次不
等式不等式の解の意味や不等式の
性質について理解するとともに，
不等式の性質を基に1次不等式を解
く方法を考察したり，具体的な事
象に関連した課題の解決に1次不等
式を活用したりする力を培う。

６．不等式の性質
７．１次不等式
８．絶対値を含む方程式・不等式

【知識・技能】
不等号の意味を理解し，数量の大小関係を式で表す
ことができる。不等式の性質を理解している。
【思考・判断・表現】
身近な問題を1次不等式の問題に帰着させ，問題を解
決することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
不等式の性質について，等式における性質と比較し
て，考察しようとする。

○ ○ ○ 6



３
学
期

第４章　図形と計量
第２節　三角形への応用
図形の構成要素間の関係を，三角
比を用いて表現し定理や公式を導
く力，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，正弦定理，
余弦定理などを活用して問題を解
決したりする力などを培う。

４．正弦定理
５．余弦定理
６．正弦定理と余弦定理の応用
７．三角形の面積
８．空間図形への応用

【知識・技能】
正弦定理を用いて,三角形の辺の長さや外接円の半径
が求められる。余弦定理を用いて，三角形の辺の長
さや角の大きさが求められる。3辺が与えられた三角
形の面積を求めることができる。
【思考・判断・表現】
三角比と三角形の面積の関係を考察することができ
る。空間図形への応用において，適当な三角形に着
目して考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象や社会の事象などに正弦定理や余弦定理
を活用しようとする。

○

２
学
期

第３章　２次関数
第２節　2次関数のグラフを通して
関数の値の変化を考察し，2次関数
の最大値や最小値を求めることが
できるようにする

３．2次関数の最大・最小
４．2次関数の決定

【知識・技能】
2次関数が最大値または最小値をもつことを理解して
いる。2次関数をy=a(x-p)^2+q の形に式変形して，
最大値，最小値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
2次関数の値の変化をグラフから考察することができ
る。具体的な事象の最大・最小の問題を，2次関数を
用いて表現し，処理することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活における具体的な事象の考察に，2次関数の
最大・最小の考えを活用しようとする。

○

定期考査

第３章　２次関数
第３節　２次方程式と２次不等式
2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

５．2次方程式
６．2次関数のグラフと x 軸の位
置関係

【知識・技能】
2次方程式の解き方として，因数分解，解の公式を理
解している。2次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
2次方程式が実数解や重解をもつための条件を式で示
すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
2次方程式がどんな場合でも解けるように，解の公式
を得て，それを積極的に利用しようとする。

○

第５章　データの分析
データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察する力，目的
に応じて複数の種類のデータを収
集し，適切な統計量やグラフ，手
法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特
徴を表現する力，不確実な事象の
起こりやすさに着目し，主張の妥
当性について，実験などを通して
判断したり，批判的に考察したり
する力などを養う。

１．データの整理
２．データの代表値
３．データの散らばりと四分位数
４．分散と標準偏差
５．2つの変量の間の関係
６．仮説検定の考え方

【知識・技能】
度数分布表，ヒストグラムについて理解している。
平均値や中央値，最頻値の定義や意味を理解し，そ
れらを求めることができる。ヒストグラムと箱ひげ
図の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
データの分布の仕方によっては，代表値として平均
値を用いることが必ずしも適切でないことを理解し
ている。複数のデータを，散らばりや変量間の関係
などに着目し，適切な手法を選択して分析し，問題
解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判
断したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事柄において，仮説検定の考え方を活用して
判断しようとする態度がある。

○

第４章　図形と計量
第１節　三角比
三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。

第３章　２次関数
第３節　２次方程式と２次不等式
2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

○ 12

12

○ 8

○ 14○

○

○

1

8

○ 〇

〇

1

合計

105

○ ○

１．三角比
２．三角比の相互関係
３．三角比の拡張

【知識・技能】
三角比の定義から，辺の長さを求める関係式を考察
することができる。直角三角形の辺の長さを三角比
で表す式を理解し，測量などの応用問題に利用でき
る。
【思考・判断・表現】
具体的な事象を三角比の問題としてとらえることが
できる。三平方の定理をもとに三角比の相互関係を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象や社会の事象などに三角比を活用しよう
とする。

○ ○ ○

○ ○ 12

７．2次不等式 【知識・技能】
2次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
2次関数の値の符号と2次不等式の解を相互に関連さ
せて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な問題を2次不等式で解決しようとする。

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 〇 1

定期考査 ○



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目

知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよ
うになる。

５．事象と確率
６．確率の基本性質
７．独立な試行と確率
８．条件付き確率
９．期待値

【知識・技能】
○場合の数を求め，これを用いて確率を計算
する方法を理解し，具体的な事象の確率を求
めるための基礎的な知識を身に付けている。
○期待値の意味を理解し，具体的な事象の確
率と期待値を求めることができる。
○独立な試行と反復試行について理解し，基
礎的な知識を身に付けている。
○2つの独立な試行における2つの事象が同時
に起こる確率を求めることができる。
○反復試行の確率を求めることができる。
○条件付き確率の考え方を理解し，基本的な
知識を身に付けている。
○条件付き確率を求めることができる。
【思考・判断・表現】
○場合の数の考え方を用いて，確率を適切に
表現することができる。
○独立な試行，反復試行の確率の考え方を用
いて，それらの確率を表現することができ
る。
○条件付き確率を，図や記号を用いて考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○根元事象の個数の割合を考えることによっ
て確率を求めようとする。
○確率の基本的な性質に関心をもち，これら
を利用して確率を求めようとする。
○身近な試行として，独立な試行，反復試行
があることに気づき，これらの試行における
事象の確率を調べようとする。
○確率を求める場面が容易に理解できる簡単
な場合について条件付き確率を求めようとす
る。

数学Ａの目標：
図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間の活動の関係に
ついて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用
する態度を育てる。

定期考査

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性
質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事
象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との
関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，
数理的に考察する力を養う。

高等学校　数学Ａ（数研出版）

数学

事象を多面的にみたり,論理的に考察し,それらを表現する力を身に着ける。

数学のよさを認識し，数学を活用しようする姿勢を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】 知識の習得と技術の習熟を図り,数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

○ ○

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態

○ 〇

第１章　場合の数と確率
第２節　確率

確率の意味や基本的な法則につい
ての理解を深め，それらを事象の
考察に活用できるようにする。

第１章　場合の数と確率
第１節　場合の数

場合の数を求めるときの基本的な
考え方についての理解を深め，そ
れらを事象の考察に活用できるよ
うにする。

１．集合の要素の個数
２．場合の数
３．順列
４．組合せ

【知識・技能】
○集合の要素の個数とベン図の関係を理解し
ている。
○集合の要素の個数を求めることができる。
○起こり得る場合の数を漏れなく重複なく数
えることができる。
○和の法則，積の法則を用いる場面を理解し
ている。
○順列・組合せの考えを理解し，場合の数を
求めるための基礎的な力を身に付けている。
○順列・組合せの考えを用いて場合の数を求
めることができる。
○円順列や重複順列，同じものを含む順列の
公式を用いて場合の数を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
○集合の要素の個数とベン図を関連づけて考
察することができる。
○樹形図や和の法則，積の法則を用いて場合
の数を考察することができる。
○順列と組合せの違いを理解し，場合の数を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○いろいろな集合の要素の個数を求めること
に関心をもつ。
○起こり得る場合の数を漏れなく重複なく数
えることに関心をもち，調べようとする。
○順列・組合せの考え方に関心をもち，これ
を用いて場合の数を求めようとする。

○

○

配当
時数

11

○ ○ 11

○ ○ 〇 1

定期考査
○

指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

単元の具体的な指導目標

1



第２章　図形の性質
第１節　平面図形

平面図形の性質についての理解を
深め，それらを事象の考察に活用
できるようにする。

○

８．直線と平面
９．空間図形と多面体

【知識・技能】
○2直線や2平面の位置関係，直線と平面の位
置関係，多面体などに関する基本的な性質を
理解し，基礎的な知識を身に付けている。
○2直線や2平面の位置関係，直線と平面の位
置関係，多面体などに関する基本的な性質を
数学記号を用いて表現することができる。
○正多面体の性質をもとに，体積を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○空間における直線や平面の関係を用いて，
空間図形のいろいろな量を考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○2直線や2平面の位置関係，直線と平面の位
置関係，多面体などに関する基本的な性質に
関心をもち，調べようとする。
○オイラーの多面体定理によって，凸多面体
の頂点の数，辺の数，面の数に関係があるこ
とに関心をもつ。

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 〇

〇

1

合計

70

○ ○

13

○ 17

〇 1

13

１．三角形の辺の比
２．三角形の外心・内心・重心
３．チェバの定理・メネラウスの
定理
４．円に内接する四角形
５．円と直線
６．２つの円
７．作図

【知識・技能】
○三角形の角の二等分線と線分の比の関係について
理解し，基礎的な知識を身に付けている。
○三角形の角の二等分線と線分の比の間に成り立つ
関係を用いて，線分の長さを求めることができる。
○三角形の重心や外心などについて幾何学的な意味
を理解し，基礎的な知識を身に付けている。
○三角形の重心や外心，内心などから，角の大きさ
を求めることができる。
○チェバの定理・メネラウスの定理を用いて，問題
を解くことができる。
○円における様々な性質を理解し，角の大きさや線
分の長さの求め方を理解している。
○円の様々な性質を用いて，角の大きさや線分の長
さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
○三角形の角の二等分線の性質を用いて，いろいろ
な線分の長さを考察することができる。
○三角形の重心，外心，内心などの幾何学的な意味
を用いて，角の大きさなどを考察することができ
る。
○チェバの定理・メネラウスの定理を用いて線分の
比などを考察することができる。
○円周角の定理とその逆について考察することがで
きる。
○円に関する定理を適切に用いて，角の大きさや線
分の長さを考察することができる。
○2つの円の位置関係と中心間の距離，円の半径の関
係について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○三角形の重心や外心，内心などに関心をもち，そ
れらについて調べようとする。
○三角形と直線におけるチェバの定理・メネラウス
の定理を理解しようとする。
○三角形の辺と角についていろいろな関係があるこ
とに関心をもち，調べようとする。
○円周角のもつ意味とそのはたらきを理解し調べよ
うとする。
○円に内接する四角形，接線と弦のなす角，方べき
の定理について関心をもち，利用しようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

第２章　図形の性質
第２節　空間図形

空間図形の性質についての理解を
深め，それらを事象の考察に活用
できるようにする。

２
学
期

３
学
期

第３章　数学と人間の活動

さまざまな人間の活動の中から，
整数を中心とした数学的な要素を
見出し，数学の内容の理解を深め
ると同時に，現実の事象を数学を
用いて考察できるような力を培
う。

１．約数と倍数
２．素数と素因数分解
３．最大公約数・最小公倍数
４．整数の割り算
５．ユークリッドの互除法
６．１次不定方程式
７．記数法
８．座標の考え方
９．ゲーム・パズルの中の数学

【知識・技能】
○記数法やn進法での数の表し方についての
知識を身に付けている。
○座標による位置の表し方や，図形の性質を
用いた測量を理解している。
【思考・判断・表現】
○位取り記数法やn進法の表し方を理解し，
それぞれの特徴を考察することができる。
○ユークリッドの互除法を身に付け，公約数
を求める仕組みを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度』
○数の数え方や表し方に関心を持つ。
○測量や地図上の位置の表し方に数学的な概
念が用いられていることに関心を持つ。

○ ○

定期考査

1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力,判断力,表現力等】

【学びに向かう力,人間性等】

科目 の目標：

理科

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う
ことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する
ことを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識をもって
観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な
概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。

２ 化学結合
①イオン(1)
②イオン(2)
③イオン結合
④イオンからなる物質
⑤共有結合(1)
⑥共有結合(2)
⑦分子の極性
⑧分子間に働く力
⑨分子からなる物質
⑩共有結合の結晶
⑪金属結合と金属結晶

【知識・技能】
・イオンの生成を電子配置と関連付けて理解
し，イオンの表し方やイオン化エネルギーに
ついての知識を身に付けている。
・イオン結合やイオン結合でできた物質の性
質を理解し，知識を身に付けている。
・共有結合を電子配置と関連付けて理解し，
共有結合の表し方や配位結合についての知識
を身に付けている。
・電気陰性度や結合の極性を理解し，分子の
極性についての知識を身に付けている。
・共有結合でできた物質の性質を理解し，知
識を身に付けている。
・金属結合や金属結晶の性質について理解
し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・イオン結晶の性質をイオンやイオン結合に
もとづいて説明できる。
・分子の極性を電気陰性度や結合の極性，分
子の形をもとに総合的に判断できる。
・観察・実験を通して，分子の極性と分子か
らなる物質の性質の関係を考察し，表現でき
る。
・金属結晶の性質を金属結合にもとづいて的
確に表現できる。
・物質の性質を調べる実験を通して，化学結
合と結晶の性質の関係を考察できる。
・観察・実験の過程から，自らの考えを導き
出した報告書を作成したり，発表したりでき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質に関心をもち，物質の取り扱い方を理
解しようとする。
・物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。
・物質が原子・分子・イオンなどの構成粒子
から成り立っていることを理解しようとす
る。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

○ ○

定期考査

○

○ ○

配当
時数

１
学
期

第1章　物質の構成

１　物質とその構成要素
〇単体・化合物・混合物
物質の分離・精製や元素の確認な
どの実験を通して，単体，化合物
及び混合物について理解するとと
もに，実験における基本操作と物
質を探究する方法を身に付けるこ
と。
〇熱運動と物質の三態
粒子の熱運動と温度及び物質の三
態変化との関係について理解する
こと。
〇原子の構造
原子の構造及び陽子，中性子，電
子の性質を理解すること。
〇電子配置と周期表
元素の周期律及び原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につ
いて理解すること。

第1章　物質の構成

１　物質とその構成要素
①物質の分離(1)
②物質の分離(2)
③物質を構成する元素
④元素の確認
⑤物質の三態
⑥原子のなりたち
⑦同位体とその利用
⑧原子の電子配置
⑨元素の周期律と周期表

【知識・技能】
・物質が混合物と純物質，および単体と化合
物に分けられることを理解し，それらの違い
を理解している。
・混合物の分離や成分元素の確認などの実験
を理解し，物質を探究する具体的な方法を身
に付けている。
・粒子の熱運動と粒子間に働く力との関係に
よって，状態が変化することを理解してい
る。
・原子の構造および陽子，中性子，電子の性
質を理解し，知識を身に付けている。
・原子の電子配置を理解し，原子番号20番ま
での代表的な典型元素について，簡単なモデ
ルで表すことができる。
・原子の電子配置と周期表の族や周期との関
係について理解している。
【思考・判断・表現】
・観察・実験を通して，混合物，純物質，単
体，化合物について考察し，それぞれの特徴
を説明できる。
・粒子の熱運動と温度の関係や，粒子の熱運
動と粒子間に働く力の関係をもとに，温度と
物質の状態変化の関係を的確に表現すること
ができる。
・原子の電子配置と周期表の族や周期との関
係を理解し，周期性が現れる理由を的確に表
現することができる。
・観察・実験の過程から，自らの考えを導き
出した報告書を作成したり，発表したりでき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質に関心をもち，物質の取り扱い方を理
解しようとする。
・物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

２　化学結合
〇イオンとイオン結合
イオンの生成を電子配置と関連付
けて理解すること。また，イオン
結合及びイオン結合でできた物質
の性質を理解すること。
〇金属と金属結合
金属結合及び金属の性質を理解す
ること。
〇分子と共有結合
共有結合を電子配置と関連付けて
理解すること。また，分子からな
る物質の性質を理解すること。

○

〇 1

○ 〇

13

定期考査

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

（ ５組：島田　）

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

化学基礎

（ １組：田口　） （ ２組：田口　） （ ３組：島田　） （ ４組：島田　）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則を理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する操作や記録などの技能を
身に付けている。

化学的な事物・現象から問題を見いだし，見
通しをもって観察，実験などを行い，得られ
た結果を分析して解釈し，表現するなど，科
学的に探究している。

第一学習社　高等学校 新化学基礎

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して
解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

化学基礎

【 知　識　及び　技　能 】



２
学
期

第2章　物質の変化

３　物質量と化学反応式
〇物質量
物質量と粒子数，質量，気体の体
積との関係について理解するこ
と。
〇化学反応式
化学反応式は化学反応に関与する
物質とその量的関係を表すことを
理解すること。

第2章　物質の変化

３　物質量と化学反応式
①原子量
②分子量・式量
③物質量と粒子の数
④物質量と質量
⑤物質量と気体の体積
⑥溶解と濃度
⑦化学反応式(1)
⑧化学反応式(2)
⑨化学反応の量的関係

【知識・技能】
・物質の構成粒子の質量の表し方として，原
子量・分子量・式量を理解している。
・物質量が粒子の数にもとづく量であること
を理解し，物質量と質量，気体の体積との関
係も理解している。
・物質量を介して，物質の質量や気体の体積
を相互に変換できる。
・水溶液の濃度をモル濃度を用いて表した
り，濃度のわかっている水溶液中の溶質の物
質量を計算によって求めることができる。
・化学変化と物理変化の違いを理解し，化学
反応を化学反応式を用いて表すことができ
る。
・物質量の概念で化学変化の量的関係を把握
する方法を理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・化学変化では，一定の量的関係が成り立つ
ことを理解し，化学反応式をもとに物質の量
的関係を判断できる。
・観察・実験の過程から，自らの考えを導き
出した報告書を作成したり，発表したりでき
る。
・実験で得られたデータをグラフ化するなど
の処理を行い，結果を化学的に考察すること
ができる。
・化学反応の量的関係の実験から，自らの考
えを導き出した報告書を作成したり，発表し
たりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学変化の量的関係を物質量と関連付けて
考察しようとする。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇 13

４　酸・塩基とその反応
〇酸と塩基の性質及び中和反応に
関与する物質の量的関係を理解す
ること。

４　酸・塩基とその反応
①酸と塩基
②酸・塩基の強弱
③水素イオン濃度とpH
④pHの測定
⑤中和と塩
⑥中和の量的関係
⑦中和滴定
⑧中和滴定曲線

【知識・技能】
・酸と塩基の定義や分類を理解し，酸と塩基
を価数や強弱にもとづいて分類することがで
きる。
・水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と水素
イオン濃度やpHとの関係を理解し，知識を身
に付けている。
・中和反応について理解し，塩のなりたちや
塩の水溶液の性質を理解している。
・中和反応に関与する物質の量的関係を理解
し，中和反応における酸と塩基の量的関係を
計算によって求めることができる。
・中和滴定の操作や中和滴定曲線を理解し，
実験器具の適切な取り扱いやグラフの見方な
どの知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・酸・塩基の観察，実験から共通性を見いだ
し，酸・塩基の定義を理解し，日常生活と関
連付けて考察できる。
・学習課題に対して観察・実験や調査を計
画・実施し，結果にもとづいて総合的に考察
できる。
・中和滴定の実験を通して，それぞれの操作
がどのような意味をもっているのかを理解
し，実験結果に対してどのような影響がある
かを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・酸，塩基や中和反応に関心をもち，それら
を日常生活に関連付けて，意欲的に探究しよ
うとする。
・酸と塩基の反応の量的関係を物質量と関連
付けて考察しようとする。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇 13

定期考査 ○ ○ 〇 1
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３
学
期

５　酸化還元反応
〇酸化と還元が電子の授受による
ことを理解すること。また，酸化
還元反応と日常生活や社会とのか
かわりについて理解すること。

５　酸化還元反応
①酸化と還元
②酸化数
③酸化剤と還元剤(1)
④酸化剤と還元剤(2)
⑤金属のイオン化傾向
⑥金属の反応性
⑦電池

【知識・技能】
・酸化・還元の定義を理解し，知識を身に付
けている。
・酸化還元反応を酸化数の増減によって判断
することができる。
・酸化剤，還元剤のはたらきを理解し，半反
応式をもとに酸化還元反応を組み立てること
ができる。
・酸化還元反応の量的関係を理解している。
・金属のイオン化傾向や金属の反応性を理解
し，知識を身に付けている。
・酸化還元反応の利用例として，電池や電気
分解などがあることを理解し，電池の構成な
どの基本的な知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・代表的な酸化剤・還元剤の観察から電子の
授受としての規則性を見いだし，自らの考え
で表現できる。
・観察，実験を通して，酸化・還元の定義
と，酸化数の定義の有効性を理解し，それら
をもとに事物・現象の中に共通性を見出し，
酸化還元反応として論理的に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・燃焼，金属の溶解や腐食などの反応に興味
をもち，電子の授受という観点から，それら
を意欲的に探究しようとする。
・酸化還元反応の量的関係を物質量と関連付
けて考察しようとする。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇 14

６　化学が拓く世界
〇物質の変化に関する探究活動を
行い，学習内容の理解を深めると
ともに，化学的に探究する能力を
高めること。

６　化学が拓く世界
・水道水について考えよう
・食品の保存について考えよう
・洗剤について考えよう
・リサイクルについて考えよう

【知識・技能】
・「化学基礎」で学んだ事柄が，日常生活や
社会を支える科学技術と結びついていること
を理解している。
【思考・判断・表現】
・「化学基礎」で学んだ事柄が日常生活や社
会でどのようにいかされているかを教科書の
題材以外にも範囲を広げて考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・「化学基礎」で学んだ事柄が日常生活や社
会の中でどのようにいかされているかに注目
し，意欲的に探究しようとする。
・学習課題に対して積極的に観察・実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇

1

合計

定期考査 ○ ○ 〇 1

定期考査 ○ ○ 〇 1



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。

12

〇定期考査

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

○ ○ ○ 5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇

生物や生物の関わる自然現象に対して主体的に関わ
り、それらに対する疑問や気づきから課題を設定し
解決しようとする積極的な態度が養われている。
また、生命を尊重し自然環境保全に寄与する態度が
養われている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物や生物の関わる自然現象について日常生活
との関連を図りながら観察・実験・映像の視聴など
を通して、生物や生物の関わる自然現象の基本的な
概念を原理・法則を理解するとともに、科学的に探
究する知識や技能が身についている。

生物や生物の関わる自然現象を対象に、探求過程を
通して問題を見出すための観察、情報の収集、仮説
の設定実験の計画、実験による検証、考察などの探
求の方法が習得できている。またそれを発表する事
により科学的に探究する能力を持てるようになる。

　BIOLOGY　i版 生物基礎　（啓林館）

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して
解釈し，表現するなど，科学的に探究している。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通し
て，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。

生物基礎

（1組：島田　  ） （2組：寺澤　） （3組：寺澤　） （4組：寺澤　）

理科 生物基礎 2

理科

（5組：寺澤　）

１
学
期

序章 探究活動の進め方
第1章　生物の特徴
1 生物の多様性
2 生物の共通性
3 生物の進化と系統
・現存する多様な生物には共通性
があり，その共通性は共通の起源
をもつことに由来することがわか
る。

・探究活動の手法について。
・すべての生物は共通の祖先をもつこ
と、生物は多様性を持ちながらも共通性
を持っていることを認識する。
・教科書　BIOLOGYi版 生物基礎
（啓林館）
・副教材ニューステージ新生物図表、
新コンセプトノート生物基礎（浜島書
店）
一人１台端末の活用

【知識・技能】
　生物群の系統樹上での類縁関係がわかる。多
様な生物の共通点がわかる。【探究2】
【思考・判断・表現】
生物としての共通の特徴をあげることができ，
多様な生物群が単一の共通先祖に由来すると考
えることができる。【探究1】
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な生物に関心を持ち，形態や生活の多様さ
を知ろうとする意欲を持っている。

○ ○ ○ 5

4 細胞と個体の成り立ち
・単細胞生物と多細胞生物の機能
における共通性と多細胞生物の体
の成り立ちがわかる。

〇 1

1○ 〇定期考査 ○

5 生命活動とエネルギー
 ATPによるエネルギーの受け渡し
について理解する。
6　生体内の化学反応と酵素
7　光合成、呼吸
生命活動におけるエネルギーの働
き受け渡しについて、具体的に
ATP,酵素、光合成と呼吸について
学習することでその内容を理解す
る。

・生命活動でエネルギー物質はATP
であることを理解する。
・酵素が生体内の化学反応の触媒
作用をしていることを理解する。
・光合成では光エネルギーを用い
て有機物が作られ、呼吸では有機
物からエネルギーが取り出される
ことを理解する。
・共生説について理解する。

【知識・技能】
酵素反応の特徴を理解できる。光合成の場である葉緑
体と呼吸の場であるミトコンドリアを理解する。
【思考・判断・表現】
酵素の働きについて考えることができる。代謝におけ
るエネルギーについて考えることができる。【探究
3】【探究4】
細胞内での光合成の場と呼吸の場を葉緑体やミトコン
ドリアと関連させることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素の役割について関心
を持つ。光合成と呼吸の反応とエネルギーの転換を関
連させて考えることができる。

○ ○ ○

第４章　免疫
1体内防衛機構である免疫を正しく
理解する。
2自然免疫の仕組み、獲得免疫の仕
組みを理解する。
3抗体とその利用、免疫記憶とその
利用
免疫と病気について理解する。

○ 10

遺伝子とその働き
5遺伝子発現とタンパク質
6転写と翻訳
7遺伝暗号表
8遺伝子発現と維持
DNAの塩基配列がどのように発現し
ていくか（タンパク質合成されて
いくか）を理解する。

・DNAの塩基配列からｍRNAに転写
され、転写されたｍRNAの塩基配列
をもとにタンパク質が合成される
過程（セントラルドグマ）につい
て理解する。
ｍRNAの塩基配列をもとに遺伝子暗
号表を用いて合成されるアミノ酸
を認識できるようにする

【知識・技能】
塩基配列と遺伝情報の関係と，アミノ酸配列がタンパ
ク質の種類を決める事を理解する。
【思考・判断・表現】
ＤＮＡの塩基配列の情報がタンパク質のアミノ酸配列
の情報になると対応することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
タンパク質について感心をもつ。ＲＮＡとタンパク質
の構造，および転写と翻訳のしくみに関心を持つ。

○ ○ ○ 16

・生体防御としての免疫の仕組みを
理解し、自然免疫と適応免疫の違い
をあげることができる。
・体液性免疫、細胞性免疫について
理解し、その仕組みを利用してワク
チンや血清療法が行われていること
を理解する。
・免疫に関係する病気や疾患がある
事を理解する。

【知識・技能】
微生物が共通してもつパターンを認識しての防御反応
であることを理解する。微生物が共通してもつパター
ンを認識しての防御反応であることを理解する。予防
接種，ワクチンと免疫の関係がわかる。【探究14】
【思考・判断・表現】
マクロファージの食作用を観察して免疫について考え
ることができる。体液性免疫と細胞性免疫を説明でき
る。【探究13】自然免疫を獲得免疫と対比させて考え
ることができる。アレルギーなどの免疫反応を例をあ
げて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
免疫とそれにかかわる細胞の働きについて調べようと
する。
予防接種や感染症との関連も含めて，免疫に関する話
題に興味を持つ。

〇 〇 〇

6

合計

70

〇 〇 1

３
学
期

第3章　ヒトの体の調節
1恒常性と体液・血液凝固
2恒常性に関わる神経系（自律神
経）
3ホルモンによる調節（血糖濃度調
整の仕組み）
体内の恒常性を保つために自律神
経系やホルモンがどのように働い
ているか理解する。また、自律神
経やホルモンバランスの以上に伴
う病気について理解する。

・体内環境が一定に保たれているこ
とを理解する。
・体液により体内環境が作られてい
ることを理解する。
・血液の成分における各血球と血
しょうの働きが説明できる。
・心臓の構造を理解し、動脈と静脈
の違いを挙げることができる。
・肝臓や腎臓の主なはたらきを知
り、体内環境の維持に重要であるこ
とを理解する。

【知識・技能】
体内環境とは体液の環境であり，体内環境が一定に保
たれていること，つまり恒常性が重要である。体液
（血液・リンパ液・組織液）の成分や働き，循環系を
理解する。
【思考・判断・表現】
生物の体内環境が一定に保たれていると考えることが
でき，循環系と体液の働き（酸素解離や血液凝固な
ど）を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体内環境の恒常性に関心を持ち，体液の成分，体液の
働き，循環に興味を持つ。

○ ○

２
学
期

第2章　遺伝子とその働き
1 生物と遺伝情報
2 DNAの構造と遺伝情報
3　DNAの複製
4細胞周期とDNAの分配
遺伝情報の担い手であるDNAの構
造、働き、その複製方法について
理解する。

・DNAが全ての生物が共通してもつ遺伝子の本
体であることを理解する。
・DNAは4種類の塩基の配列でできており、二
重らせん構造をであることを知る。
・体細胞分裂の過程を知り、間期にDNAの複製
が起こることや分裂前後で遺伝情報が変化し
ないことを理解する。
・体細胞分裂の際の染色体の動きやDNA量の変
化を知る。

【知識・技能】
DNAの抽出について理解する。【探究5】ＤＮＡの二重
らせん構造と塩基の相補性の重要性が理解できる。
【思考・判断・表現】
ＤＮＡの二重らせん構造における塩基配列が遺伝情報
となると考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ＤＮＡの二重らせん構造における塩基配列が遺伝情報
となると考えることができる。

○ ○

定期考査 ○ ○

・生物の特徴（原核細胞の構造・真
核細胞の構造）
・単細胞生物から多細胞生物へ進化
してきたこと理解する。
・真核細胞の細胞小器官についてそ
の働きを理解する。

【知識・技能】
細胞小器官の名称と働きを理解し，原核生物と
真核生物の共通点と相違点がわかる。
【思考・判断・表現】
細胞小器官の名称と働きを理解し，原核生物と
真核生物の共通点と相違点を考えることができ
る

【主体的に学習に取り組む態度】
細胞小器官の特徴と働きに注目する。
生命活動に必要なエネルギーと代謝について調
べようとする。

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 〇 1

○ 11



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

態

【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

保健体育 体育

（1組：広田・山下・松本）（2組：広田・山下・松本） （3組：広田・山下・松本）（4組：広田・山下・松本）

保健体育 体育 3

○ ○ ○ 12

・短距離走
・投てき
・中・長距離走

（５組：広田・山下・松本）

運動における競争や協働の経験を通して、後世
に取り組む、互いに協力するなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわ
たって運動を豊かに継続することができるよう
にするため、運動の多様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに、それらの技能を身に付
けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し、判断するとともに、自己の考えたことを
他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指
し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

単元　「球技（バスケットボール
／バレーボール／テニス／ハンド
ボール）」
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい、技術の名称や行い
方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、
ゲームを展開させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題
を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を理解するとと
もに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすることや健康や安全を確保
する。

・基礎練習
・応用練習
・試合

【知識・技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、ゲームを展開
している。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を理
解するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすることや健康や
安全を確保している。

○ ○ ○ 16

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けるようにする。

配当
時数

単元　「体つくり運動」
【知識及び技能】
　運動を継続する意義、体の構
造、運動の原則について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動における競争や協働の経験
を通して、後世に取り組む、互い
に協力するなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親
しむ態度を養う。

・体つくり運動
・集団行動

【知識・技能】
　運動を継続する意義、体の構造、運動の原
則について理解している。
【思考・判断・表現】
　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　体つくり運動に自主的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
話し合いに貢献しようとすることなどした
り、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 8

単元　「陸上競技」
【知識及び技能】
　陸上競技について、記録の向上
や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



２
学
期

単元　「水泳」
【知識及び技能】
　水泳について、記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい、技術
の名称や行い方、体力の高め方、
運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐ。
【思考力、判断力、表現力等】
　泳法などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　水泳に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、水泳の事故防止に
関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保する。

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】
　水泳について、記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力
の高め方、運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐことができる。
【思考・判断・表現】
　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水泳に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすること、水泳の
事故防止に関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保している。

○ ○

単元　「柔道」
【知識及び技能】
　柔道について、技を高め勝敗を
競う楽しさや喜びを味わい、伝統
的な考え方、技の名称や見取り稽
古の仕方、基本動作や基本となる
技を用いて攻防を展開する。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　武道に自主的に取り組むととも
に、相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を大切にしようとすること
や健康・安全を確保する。

・基本動作
・受け身

【知識・技能】
　柔道について、技を高め勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい、伝統的な考え方、技の名称
や見取り稽古の仕方、基本動作や基本となる
技を用いて攻防を展開している。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　武道に自主的に取り組むとともに、相手を
尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしよう
とすることや健康・安全を確保している。

○

○ 10

単元　「球技（テニス／バスケッ
トボール／ハンドボール／バレー
ボール／サッカー）」
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい、技術の名称や行い
方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、
ゲームを展開させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題
を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を理解するとと
もに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすることや健康や安全を確保
する。

・基礎練習
・応用練習
・試合

【知識・技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、ゲームを展開
している。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を理
解するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすることや健康や
安全を確保している。

○ ○ ○ 16

○ ○ 10

１
学
期

10

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】
　水泳について、記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力
の高め方、運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐことができる。
【思考・判断・表現】
　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水泳に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすること、水泳の
事故防止に関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保している。

○ ○ ○

単元　「水泳」
【知識及び技能】
　水泳について、記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい、技術
の名称や行い方、体力の高め方、
運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐ。
【思考力、判断力、表現力等】
　泳法などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　水泳に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、水泳の事故防止に
関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保する。



○ 10

105

合計

3

○○○

単元　「体育理論」
【知識及び技能】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者を伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いての学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

３
学
期

単元　「陸上競技（長距離走）」
　陸上競技について、記録の向上
や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

・長距離走 【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

○ ○

２
学
期

・運動・スポーツの文化的特徴単元　「体育理論」
【知識及び技能】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方について、課題を発見し、
よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者を伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方についての学習に主体的に
取り組む。

単元　「陸上競技（長距離走）」
　陸上競技について、記録の向上
や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

・長距離走 【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

○ ○ ○ 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元　「球技（ハンドボール・テ
ニス・バスケットボール）」
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい、技術の名称や行い
方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、
ゲームを展開させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題
を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を理解するとと
もに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすることや健康や安全を確保
する。

・基礎練習
・応用練習
・試合

【知識・技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、ゲームを展開
している。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を理
解するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすることや健康や
安全を確保している。

○ ○ ○ 16

○

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けるようにする。

配当
時数

単元　「体つくり運動」
【知識及び技能】
　運動を継続する意義、体の構
造、運動の原則について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動における競争や協働の経験
を通して、後世に取り組む、互い
に協力するなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親
しむ態度を養う。

・体つくり運動
・集団行動

【知識・技能】
　運動を継続する意義、体の構造、運動の原
則について理解している。
【思考・判断・表現】
　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　体つくり運動に自主的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
話し合いに貢献しようとすることなどした
り、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 8

単元　「陸上競技」
【知識及び技能】
　陸上競技について、記録の向上
や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

単元　「水泳」
【知識及び技能】
　水泳について、記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい、技術
の名称や行い方、体力の高め方、
運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐ。
【思考力、判断力、表現力等】
　泳法などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　水泳に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、水泳の事故防止に
関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保する。

（　5組：谷口・大森）

運動における競争や協働の経験を通して、後世
に取り組む、互いに協力するなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわ
たって運動を豊かに継続することができるよう
にするため、運動の多様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに、それらの技能を身に付
けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し、判断するとともに、自己の考えたことを
他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指
し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

態

【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

10

保健体育 体育

（　1組：谷口・大森） （　2組：谷口・大森） （　3組：谷口・大森） （　4組：谷口・大森）

保健体育 体育 3

○ ○ ○ 12

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】
　水泳について、記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力
の高め方、運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐことができる。
【思考・判断・表現】
　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水泳に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすること、水泳の
事故防止に関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保している。

○ ○

・短距離走
・中・長距離走



○ 10

単元　「陸上競技（長距離走）」
陸上競技について、記録の向上や
競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

・長距離走 【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

○ ○ ○ 10

○ ○ 16

３
学
期

単元　「陸上競技（長距離走）」
陸上競技について、記録の向上や
競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、ルールやマナーを大切に
しようとすることや健康や安全を
確保する。

・長距離走 【知識・技能】
　陸上競技について、記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、各種目特有の技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、
ルールやマナーを大切にしようとすることや
健康や安全を確保する。

○ ○

２
学
期

単元　「水泳」
【知識及び技能】
　水泳について、記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい、技術
の名称や行い方、体力の高め方、
運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐ。
【思考力、判断力、表現力等】
　泳法などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
　水泳に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、水泳の事故防止に
関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保する。

・クロール
・平泳ぎ

【知識・技能】
　水泳について、記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力
の高め方、運動観察の方法などを理解すると
ともに、効率的に泳ぐことができる。
【思考・判断・表現】
　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水泳に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすること、水泳の
事故防止に関する心得を尊守するなど健康・
安全を確保している。

○ ○

単元　「球技（サッカー・テニ
ス・バスケットボール）」
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい、技術の名称や行い
方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、
ゲームを展開させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題
を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を理解するとと
もに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、ルールやマナーを大切にしよ
うとすることや健康や安全を確保
する。

・基礎練習
・応用練習
・試合

【知識・技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、作戦
に応じた技能で仲間と連携し、ゲームを展開
している。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を理
解するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、ルール
やマナーを大切にしようとすることや健康や
安全を確保している。

○

○ 10

単元　「ダンス」
【知識及び技能】
　リズムの特徴を捉え、変化とま
とまりを付けて、リズムに乗って
全身で踊る。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダンスに自主的に取り組むとと
もに、互いに助け合い教えあおう
とすること、作品や発表など話合
いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じた表現や役割を
大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保する。

・基本のステップ練習
・創作ダンス

【知識及び技能】
　リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付
けて、リズムに乗って全身で踊ることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダンスに自主的に取り組むとともに、互い
に助け合い教えあおうとすること、作品や発
表など話合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○ ○ 10



３
学
期

105

合計

3

○○○

単元　「体育理論」
【知識及び技能】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者を伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いての学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

・運動・スポーツの文化的特徴単元　「体育理論」
【知識及び技能】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方について、課題を発見し、
よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者を伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　運動やスポーツの効果的な学習
の仕方についての学習に主体的に
取り組む。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

（　５組：谷口　）

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活
力のある生活を営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（　１組：広田　）（　２組：広田　） （　３組：谷口　）（４　組：谷口　）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、目的や状況に応じて他者に伝え
る力を養う。

現代高等保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態
度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

1単元「現代社会と健康」
オリエンテーション
01健康の考え方と成り立ち
02私たちの健康のすがた
03生活習慣病の予防と回復

・さまざまな健康の考え方につい
て例をあげて説明できる。
・健康を成り立たせている要因に
ついて例をあげて説明できる。
・わが国の健康水準の変化とその
背景について説明できる。
・わが国の現在の健康問題につい
て例をあげて説明できる。
・生活習慣病の種類と要因につい
て説明できる。
・生活習慣病の一次予防，二次予
防について例をあげて説明でき
る。

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・
我が国の死亡率，受療率，平均寿命，健康寿
命など各種の指標や疾病構造の変化を通して
国民の健康課題について，理解したことを
言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
・健康の考え方について，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び社会生活
と関連付けたりして，自他や社会の課題を発
見している。
・健康の考え方について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話
し合ったり，ノートなどに記述したりして，
筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康の考え方について，課題の解決に向けた
学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 4

04がんの原因と予防
05がんの治療と回復
06運動と健康
07食事と健康
08休養・睡眠と健康

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

09喫煙と健康
10飲酒と健康
11薬物乱用と健康

○ 6

定期考査

○ 5

【知識・技能】
・がんは，肺がん，大腸がん，胃がんなど
様々な種類があり，生活習慣のみならず細菌
やウイルスの感染などの原因もあることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・生活習慣病などの予防と回復には，個人の
取組とともに，健康診断やがん検診の普及，
正しい情報の発信など社会的な対策が必要で
あることについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
【思考・判断・表現】
・生活習慣病などの予防と回復について，健
康に関わる原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・生活習慣病などの予防と回復について，習
得した知識を基に自他の生活習慣や社会環境
を分析し，リスクの軽減と生活の質の向上に
必要な個人の取組や社会的な対策を整理して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活習慣病とその予防について，課題の解決
に向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

・がんの種類や原因について説明
できる。
・がんの一次予防と二次予防につ
いて例をあげて説明できる。
・がんのおもな治療法や緩和ケア
について説明できる。
・がん検診の普及や情報サービス
の整備などの社会的な対策につい
て説明できる。
・健康と運動の関係について説明
できる。
・目的に応じた健康的な運動のし
かたについて例をあげて説明でき
る。
・食事と健康の関係について説明
できる。
・健康的な食事のとり方について
説明できる。
・健康と休養の関係及び適切な休
養のとり方について説明できる。
・健康と睡眠の関係及び健康によ
い睡眠のとり方について説明でき
る。

○

・喫煙者やその周囲の人に起こる
害について説明できる。
・喫煙対策について，個人と社会
に分けて例をあげて説明できる。
・飲酒による健康への短期的影響
と長期的影響を説明できる。
・飲酒による健康問題に対する個
人や社会環境への対策について例
をあげて説明できる。
・薬物乱用が心身の健康や社会に
及ぼす影響について説明できる。
・薬物乱用防止のための個人や社
会環境への対策例をあげることが
できる。

【知識・技能】
・喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因とな
り心身の健康を損ねること，喫煙や飲酒によ
る健康課題を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観の育成などの個人への働き
かけ，及び法的な整備も含めた社会環境への
適切な対策が必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
・薬物乱用を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観や規範意識の育成などの個
人への働きかけ，及び法的な規制や行政的な
対応など社会環境への対策が必要であること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。
【思考・判断・表現】
・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，健
康に関わる原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなどに記
述したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
喫煙，飲酒，薬物乱用について，課題の解決
に向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○

○

○ ○



〇 4

3

15現代の感染症
16感染症の予防
17性感染症・エイズとその予防
18健康に関する意思決定・行動選
択
19健康に関する環境づくり

・感染症とは何かについて潜伏期
間や感染力なども含めて説明でき
る。
・新興感染症と再興感染症が流行
する要因をそれぞれ説明できる。
・感染症の予防対策について３原
則から例をあげて説明できる。
・性感染症・エイズの予防とその
対策について個人と社会に分けて
例をあげることができる。
・意思決定・行動選択に影響を与
える要因について説明できる。
・社会環境の健康への影響につい
て例をあげて説明できる。
・ヘルスプロモーションの考え方
にもとづく環境づくりの特徴につ
いて説明できる。

【知識・技能】
・感染症は，時代や地域によって自然環境や
社会環境の影響を受け，発生や流行に違いが
見られること，その際，交通網の発達により
短時間で広がりやすくなっていること，ま
た，新たな病原体の出現，感染症に対する社
会の意識の変化等によって，腸管出血性大腸
菌（Ｏ 157 等）感染症，結核などの新興感
染症や再興感染症の発生や流行が見られるこ
とについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
【思考・判断・表現】
・現代の感染症とその予防について，健康に
関わる原則や概念を基に整理したり，個人及
び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見している。
・感染症の発生や流行には時代や地域によっ
て違いがみられることについて，事例を通し
て整理し，感染のリスクを軽減するための個
人の取組及び社会的な対策に応用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の感染症とその予防について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。
・健康の考え方について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

合計

35

○ ○

３
学
期

2単元「安全な社会生活」
01事故の現状と発生要因
02安全な社会の形成
03交通における安全

・事故の実態と被害の実態につい
て説明できる。
・事故の発生には人的要因と環境
要因が関連していることについて
例をあげて説明できる。
・安全のために必要な個人の行動
について例をあげて説明できる。
・すべての人たちの安全を確保す
るために必要な環境整備について
例をあげて説明できる。
・交通事故防止における個人の取
り組みと交通環境の整備について
例をあげて説明できる。
・交通事故における責任を３つに
分けて説明できる。

【知識・技能】
・事故は，地域，職場，家庭，学校など様々な
場面において発生していること，事故の発生に
は，周りの状況の把握及び判断，行動や心理な
どの人的要因，気象条件，施設・設備，車両，
法令，制度，情報体制などの環境要因などが関
連していることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・事故を防止したり事故の発生に伴う傷害等を
軽減したりすることを目指す安全な社会の形成
には，交通安全，防災，防犯などを取り上げ
て，法的な整備などの環境の整備，環境や状況
に応じた適切な行動などの個人の取組，及び地
域の連携などが必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
・交通事故を防止するには，自他の生命を尊重
するとともに，自分自身の心身の状態や周りの
環境，車両の特性などを把握すること，及び個
人の適切な行動，交通環境の整備が必要である
ことについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。　　　　　　　　　　　【思考・
判断・表現】
・安全な社会づくりについて，安全に関わる原
則や概念を基に整理したり，個人及び社会生活
と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・安全な社会づくりについて，様々な事故や災
害の事例から，安全に関する情報を整理し，環
境の整備に応用している。
・交通安全について，習得した知識を基に，事
故につながる危険を予測し回避するための自他
や社会の取組を評価している。
・安全な社会づくりについて，自他や社会の課
題の解決方法と，それを選択した理由などを話
し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・安全な社会づくりについて，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇

２
学
期

12精神疾患の特徴
13精神疾患の予防
14精神疾患からの回復

・精神疾患の例をあげ，発病の要
因とおもな症状について説明でき
る。
・現代社会における精神保健の課
題をあげることができる。
・精神疾患を予防する方法につい
て説明できる。
・精神疾患の早期発見のために必
要なことについて説明できる。
・精神疾患の治療について例をあ
げて説明できる。
・精神疾患の適切な治療や回復の
ためには，どのような社会環境が
必要か説明できる。

【知識・技能】
・精神疾患は，精神機能の基盤となる心理
的，生物的，または社会的な機能の障害など
が原因となり，認知，情動，行動などの不調
により，精神活動が不全になった状態である
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
・うつ病，統合失調症，不安症，摂食障害な
どは，誰もが罹患しうること，若年で発症す
る疾患が多いこと，適切な対処により回復し
生活の質の向上が可能であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
・精神疾患の予防と回復について，健康に関
わる原則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や社会の
課題を発見している。
・精神疾患の予防と回復について，習得した
知識を基に，心身の健康を保ち，不調に早く
気付くために必要な個人の取組や社会的な対
策を整理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・精神疾患の予防とその回復について，課題
の解決に向けた学習に主体的に取り組もうと
している。

定期考査 　 1

定期考査 ○ ○ 1

04応急手当の意義とその基本
05日常的な応急手当
06心肺蘇生法

・応急手当の意義について説明で
きる。
・傷病者を発見したときに，確
認・観察するポイントをあげるこ
とができる。
・日常的なけがや熱中症の応急手
当の手順や方法について説明でき
る。
・実際に，日常的なけがや熱中症
の応急手当ができる。
・心肺蘇生法の方法と手順につい
て説明できる。
・実際に，心肺蘇生法をおこなう
ことができる。

【知識・技能】
・応急手当の意義について説明できる。
・傷病者を発見したときに，確認・観察するポ
イントをあげることができる。
・日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方
法について説明できる。
・実際に，日常的なけがや熱中症の応急手当が
できる。
・心肺蘇生法の方法と手順について説明でき
る。
・実際に，心肺蘇生法をおこなうことができ
る。
【思考・判断・表現】
・適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防い
だり，傷病者の苦痛を緩和したりすることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・自他の生命や身体を守り，不慮の事故災害に
対応できる社会をつくるには，一人一人が適切
な連絡・通報や運搬も含む応急手当の手順や方
法を身に付けるとともに，自ら進んで行う態度
が必要であること，さらに，社会の救急体制の
整備を進めること，救急体制を適切に利用する
ことが必要であることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・日常生活で起こる傷害や，熱中症などの疾病
の際には，それに応じた体位の確保・止血・固
定などの基本的な応急手当の方法や手順がある
ことを，実習を通して理解し，応急手当ができ
るようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・応急手当について，課題の解決に向けた学習
に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度(１学年用)教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（１～５組：　　　桑原　　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付け
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

音楽Ⅰ芸術

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

芸術 音楽Ⅰ 2

7

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに，創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫
することや，音楽を評価しながらよさや美し
さを自ら味わって聴くことができるようにす
る。

高校生の音楽１

〇 〇

〇

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

態

配
当
時
数

１
学
期

〇歌唱
・基本的な姿勢・呼吸法・発声法を
身に付け、楽曲のイメージをもち、
曲想と歌詞との関わりや旋律の特
徴、言葉の抑揚を理解して、表現を
創意工夫して歌う。

・基本的な歌唱の姿勢、呼吸、
発声法
・校歌
・日本歌曲

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇ボディーパーカッション
・リズムの特徴を感じとり、強弱や
音色・テクスチュアを意識して創意
工夫してリズムアンサンブルを楽し
む。

・ボディーパーカッションによる
表現効果。
・楽曲の共通イメージをもち、表
現を創意工夫してリズムアンサン
ブルする。

〇楽典・ソルフェージュ
・楽譜の読み方、書き方、楽譜から
の情報の読み取り方について理解
し、演奏に生かす。

・楽譜の構造
・音名、音部記号
・変化記号、調号や臨時記号
・音価
・反復記号
・楽譜の書き方
・リズム・聴音　　　　　　等

〇 〇 〇

思

○ ○ ○

〇鑑賞
・声や様々な楽器によって生み出さ
れる響きを聴くとともに、文化的・
歴史的背景や作曲者及び演奏者によ
る表現の特徴を理解する。

・声や様々な楽器の音色の特徴と
表現上の効果とのかかわり
・音楽を形づくっている要素の知
覚と、それらの働きの感受
・楽曲の文化的・歴史的背景や、
作曲者及び演奏者による表現の効
果

知

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現に必要な、基本
的な姿勢・呼吸法・発声法が身についている
か。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想や歌詞との関わりや旋律の特徴から自己
のイメージを深め、音楽を形づくっている要
素や要素同士の関連を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感受したこ
との関わりについて考え、自己のイメージを
もって歌唱表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
基本的な発声を身に付け表現を創意工夫する
歌唱の学習活動に主体的・協同的に取り組も
うとしている。

【知識及び技能】
リズムを正確に読んだり記したりするなど、
表現に生かすために必要な技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
身体をどのように用いると効果的な音色が得
られるのかを想像し、よりよいアンサンブル
にしようとする表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
身体を効果的に用いて音色を工夫しながら、
イメージをもって主体的にアンサンブルに取
り組もうとしている。

【知識及び技能】
創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な知識・技能を身につけている。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現する上で必要な知識・技能に関心を
もち、主体的・協同的に取り組もうとしてい
る。

〇

〇

7

〇

4

〇 〇

6〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
音楽を形づくっている要素やその表現上の効
果、作曲者及び演奏者による表現の特徴を理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素を知覚し、それら
の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、声や楽器の音色の特徴と表現上の効果と
の関わりを感じとり、楽曲のよさや美しさを
創造的に味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】
声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのか
かわりに関心をもち、主体的・協同的に取り
組もうとしている。
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9

〇 〇

〇楽典・ソルフェージュ
・楽譜の読み方、書き方、楽譜から
の情報の読み取り方について理解
し、演奏に生かす。

・音程
・音階
・調
・和音
・リズム・聴音　　　　　　等

〇創作
・音階を選んで旋律をつくり、それ
にもう一つの旋律をつくって重ね
る。

・五音音階の種類と楽曲の特徴
・旋律創作の手順と方法
・副次的な旋律の重ね方

〇 〇

〇ギター
・ギターの音色や奏法の特徴を生か
し、表現を工夫して演奏できるよう
になる。

・ギターの基本的な奏法
・ギターの音色や奏法の特徴
・音色、リズム、旋律、強弱等、
音楽を形づくっている要素の知覚
とそれらの働きの感受

【知識及び技能】
・五音音階について理解ている。
・旋律創作の手順と方法について理解し、創
作する技術を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
五音音階の特徴を理解し、自分のつくりたい
イメージに合う音階を選んで旋律をつくるこ
とについて、表現意図をもって創意工夫して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
五音音階に関心をもち、自分のつくりたいイ
メージに合う音階を選んで旋律をつくること
に主体的に取り組んでいる。

〇 〇

３
学
期

〇器楽
・各パートの役割やハーモニーを意
識し、表現を工夫してアンサンブル
する喜びを味わう。

・器楽アンサンブル
・各パートの音の重なり方や全体
の調和
・楽曲にふさわしい表現方法

〇

〇歌唱
・各パートの役割やハーモニーを意
識し、表現を工夫して合唱する喜び
を味わう。

・合唱曲
・各パートの音の重なり方や全体
の調和
・曲想と歌詞の内容との関わり

〇

２
学
期

〇歌唱
・発音の特徴や、リズムや旋律との
関わりを理解し、歌詞の内容にふさ
わしい表現を創意工夫して歌う。

・日本歌曲
・イタリア歌曲
・ドイツリート　等

〇 〇

〇

【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりに
ついて理解し、創意工夫を生かした歌唱表現
をするために必要な曲にふさわしい発声、言
葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連
を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したことの関わりについて
考え、自己のイメージをもって歌唱表現を創
意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な言葉の楽曲の歌唱、曲の雰囲気を生か
した表現と豊かに関わる歌唱表現の学習活動
に主体的・協同的に取り組もうとしている。

【知識及び技能】
創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な知識・技能を身につけている。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現する上で必要な知識・技能に関心を
もち、主体的・協同的に取り組もうとしてい
る。

【知識及び技能】
各パートの役割や音の重なり方などを知覚
し、全体の調和を意識しながら表現するため
に必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各パートの役割や音の重なり方などを感じと
り、全体の調和を意識しながらどのように歌
うかについて表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
各パートの役割や音の重なり方などに関心を
もち、全体の調和を考えてアンサンブルする
学習に主体的・協同的に取り組もうとしてい
る。

〇

〇 〇

【知識及び技能】
ギターの基本的な奏法を理解し、ギターの音
色や奏法の特徴を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付け、創造的に表現し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素を知覚し、それら
の働きが生み出す特質や雰囲気などを感受し
ながら、ギターの音色や奏法の特徴を生かし
て表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
ギターの音色や奏法の特徴に関心をもち、そ
れらを生かして演奏する学習に主体的・協同
的に取り組もうとしている。

〇 6

〇 〇

○ 9○ ○

6

○ ○ ○ 8

〇

【知識及び技能】
曲想と歌詞の内容が表す情景や心情との関わ
りを感じとり、それらを生かして表現するた
めに必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想と歌詞の内容が表す情景や心情との関わ
りを感じとり、楽曲にふさわしい合唱になる
よう工夫し、どのように歌うか表現意図を
もっている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と歌詞が表す情景や心情との関わりに関
心をもち、共通のイメージをもって楽曲にふ
さわしい合唱やアンサンブルをする学習に主
体的・協同的に取り組もうとしている。

〇

〇 〇

〇 〇 〇 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術や芸術文化に、豊かに関わる資質・能力を育てる。

美術Ⅰ芸術

「近くて遠い」
自画像　パステル画

２
学
期

「紙工芸の世界」
張子
伝統工芸の技法の成り立ちや歴史、素材
の特質について学ぶ。

・モチーフを張子の表現に合うよう形を
単純化し、デザインする。
・いろいろな方向からのスケッチをし、
粘土の取り出し可能な形を意識する。
・粘土の取り出す場所を決める。
・粘土
・新聞紙
・胡粉ジェッソ

○

「版で表す」
木版画
版画の表現方法や効果を考え、主題をど
う表現するのか考える。
版画の技法や材料の特性、道具の使い方
を理解する。

・木版画の特徴である彫刻刀の彫り跡
や、明暗のバランスを考える。
・予め版木には墨汁で薄く着色し、彫り
跡を分かりやすくしておき、乾いたら下
絵を裏返してカーボン紙で転写する。
・彫刻刀の安全な使い方を指導する。

○

○

３
学
期

「近くて遠い」
自画像　パステル画
いろいろな作品を観て人物画の魅力につ
いて学ぶ。
自己の内面を探り、心の中の思いや感情
を表現する。

・人物の顔の骨格について学び、それに
基づいた筋肉や皮膚のつき方を理解させ
る。
・アニメーションの作画にも通ずる人物
の描き方を習得する。
・パステルの使い方と鉛筆やチョークの
使う割合を考える。

○

【 知　識　及　び　技　能 】

6○

○

【知識及び技能】粘土で形造った上に上手に紙を重ね
貼りが、出来ているか。
【思考力、判断力、表現力等】乾燥後充分な強度が出
ているか。
過程を理解して順序立てて制作できているか。
造形的な良さや、美しさ、丈夫さが出せているか。

○ ○ 16

【知識び技能】と光の関係性を把握し、質感、量感、
立体感を捉えらえている。
【思考力、判断力、表現力等】モチーフとデッサンを
見比べ、客観的な捉え方を意識している。造形的なよ
さや美しさを感じ取り、表現の意図や工夫について考
察を深めようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】完成後、他の生徒達の
作品を鑑賞し、次の制作につなげる意欲と関心を高め
る。

○

○

2

「音楽を視覚的に」
　デザイン・イラストレーション

音楽から受ける感覚、明るい、暗い、楽
しい、悲しい等大まかなイメージを拾
う。
音楽から受ける情景や情動をイメージ化
する。

・構想や空想したイメージから主題を生
成し、表現形式の特性を生かした表現の
構想を練っている。
・構図や対比の美しさを感じ取り上手く
イメージを視覚化出来ているか。
・画用紙
・鉛筆
・アクリル絵の具

○

「身近な物を描く」
　鉛筆デッサン

モチーフを決め、形や陰影、光の当たり
方を観察し構図や表現方法を決める。

・モチーフの特徴や質感、量感、重さな
どを感じ表現する方法を考えさせる。
・モチーフに当たる光と陰影を観察させ
る。
・適切な筆記用具の使い方を学ぶ。
・鉛筆
・画用紙
・練り消しゴム

○

○ ○

○

【知識及び技能】の骨格について理解が深まったか。
【思考力、判断力、表現力等】表したい個性や性格な
どを表現するために表現の特性を生かした形体や色彩
の工夫がなされているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの作品を振り返る
とともに、他者の作品も鑑賞し、主題と表現の工夫に
ついて考察する。

12

○

【知識及び技能】の骨格について理解が深まったか。
【思考力、判断力、表現力等】表したい個性や性格な
どを表現するために表現の特性を生かした形体や色彩
の工夫がなされているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの作品を振り返る
とともに、他者の作品も鑑賞し、主題と表現の工夫に
ついて考察する。

○

○

【知識及び技能】版画の技法にそう表現となっている
か。
道具を正しく使えているか。
【学びに向かう力、人間性等】による表現の特性と作
者の意図と工夫との関連を感じ取り、見方や感じ方を
深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○
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音楽から受ける感覚、明るい、暗い、楽
しい、悲しい等大まかなイメージを拾
う。
音楽から受ける情景や情動をイメージ化
する。
完成後他の生徒達の作品を鑑賞し、今後
の制作に活かして行く。

○

○ ○

・構想や空想したイメージから主題を生
成し、表現形式の特性を生かした表現の
構想を練っている。
・構図や対比の美しさを感じ取り上手く
イメージを視覚化出来ているか。
・画用紙
・鉛筆
・アクリル絵の具

○ ○

【知識及び、技能】色彩、構図や組み合わせ、配置の
効果を理解して、構想を練ったり鑑賞する。
【思考力、判断力、表現力等】造形的なよさや美しさ
を感じ取り見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】想像や空想したいくつ
かのイメージを基に、聴覚から得られる情報を視覚化
する創造活動に、主体的に、取り組もうとしている。

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

１
学
期

オリエンテーション
「美術とは何か」小・中学校での図画工
作・美術の学習を振り返り、自分の美術
に対する見方や考え方を認識して「高校
生の美術Ⅰ」の学習イメージを持ち、美
術の学びの意味や広がりについて考え
る。

・一人１台端末の活用　等
・ワークシート

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識及び、技能】色彩、構図や組み合わせ、配置の
効果を理解して、構想を練る。
【思考力、判断力、表現力等】造形的なよさや美しさ
を感じ取り見方や感じ方を深める。

○

【知識及び技能】今まで学んできた美術作品や作家の
作品をワークシート上で表現する。
【思考力、判断力、表現力】造形的なよさや美しさを
感じ取り見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】美術を学び、今後社会
とどう関わっていくのかを考える。

○ ○ ○

14

20

（1　組：　美濃　）（　2組：　美濃　）（3　組：　美濃） （4　組：　美濃　）（5　組：美濃　　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉え、造形的な視点について理
解しているか。
・創造的な表現をするための技能を身につけ工
夫して表現している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美
術の働きについて考えるとともに、主題を生成
し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深めたりしている。

日本文教出版　「高校生の美術Ⅰ」

芸術

感性を高め、創造的な表現を工夫できる幅広い活動の充実。

芸術を通して多様な物の見方や価値観、思考力を身につける。

美術Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1,2組～ 4,5組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよ
うにする。

書道Ⅰ芸術

２
学
期

仮名の成立
仮名を書く準備
平仮名の単体
変体仮名
連綿

・仮名の用具・用材の特徴につい
て理解する。
・仮名の基本的な線について理解
し、練習する。
・平仮名の単体の特徴について理
解し、練習する。
・変体仮名及び連綿について理解
し、練習する。

〇

漢字仮名交じりの書の変遷
創作
─言葉と書を調和させよう
鑑賞
─書の美や風趣を味わおう

・古典の特徴を生かしたり、用
具・用材の使い方や種類を変えた
りすることで表現に変化をつけら
れることを理解する。
・文字の大きさや配列など、紙面
の構成を工夫することで表現に変
化をつけられることを理解する。
・創作の手順に従い創作を行う。

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

4〇

〇

・日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立
について理解している。
・仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
・自身の表現の意図に基づく表現、仮名の書
の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現
の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 8

・隷書の各古典に基づく基本的な用筆・運筆
の技能、古典の線質、字形や構成を生かした
表現を身に付けている。
・隷書の各古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
・隷書のよさや美しさを甘受し、作品や書の
意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞
の学習に取り組もうとしている。

〇

〇

18

行書の特徴
コラム：王羲之
「蘭亭序」
「争坐位文稿」
「風信帖」
コラム：三筆から三跡へ

・行書の古典を臨書する意義につ
いて理解する。
「人物と時代」なども活用する。
・行書の古典を鑑賞し、その美に
ついて理解する。
・行書の古典の概要を理解し、用
筆、運筆、字形の取り方などにつ
いて学び、「表現の特徴」を手が
かりとして臨書する。

〇

隷書の特徴
「曹全碑」

・隷書が成立する過程や隷書の特
徴について理解する。
・「曹全碑」を鑑賞し、その美に
ついて理解する。
・「曹全碑」の臨書を通して、隷
書の用筆、運筆、字形の取り方な
どについて理解する。

12〇

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、
名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わ
りについて理解している。
・漢字と仮名の調和した字形、文字の大き
さ、全体の構成、目的や用途に即した表現を
している。
・漢字仮名交じりの書のよさや美しさを甘受
し、作品や書の意味や価値について考えなが
ら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇

草書の特徴
「真草千字文」

〇 〇

〇 〇

・草書が成立する過程や草書の特
徴について理解する。
・「真草千字文」を鑑賞し、その
美について理解する。
・「真草千字文」の臨書を通し
て、草書の用筆、運筆、字形の取
り方などについて理解する。

〇 　〇

・草書・隷書・篆書の各古典の書体や書風と
用筆・運筆との関わりについて理解してい
る。
・草書・隷書・篆書の各古典の書体や書風に
即した用筆・運筆、字形、全体の構成につい
て構想し、工夫している。
・自身の表現の意図に基づく表現、草書・隷
書・篆書の表現の特質に基づく表現をする幅
広い表現の学習活動に主体的に取り組もうと
している。

〇 〇

配
当
時
数

１
学
期

楷書の特徴表現を比べよう
「九成宮醴泉銘」
「孔子廟堂碑」
「雁塔聖教序」
「自書告身」
コラム：唐の四大家
「牛橛造像記」

・楷書の古典を臨書する意義につ
いて理解する。
「人物と時代」なども活用する。
・楷書の古典を鑑賞し、その美に
ついて理解する。
・楷書の古典の概要を理解し、用
筆、運筆、字形の取り方などにつ
いて学び、「表現の特徴」を手が
かりとして臨書する。

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

・自身の表現の意図に基づく表現、楷書の表
現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。
・行書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し、工夫
している。
・自身の表現の意図に基づく表現、行書の表
現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。

〇 10

・楷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
・楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し、工夫
している。
・自身の表現の意図に基づく表現、楷書の表
現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

8

〇

（　１,2組：藤井　）（　4,5組：藤井　）（　組：　） （　組：　　） （　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につ
いて幅広く理解しているか。
・書写能力を向上させるとともに書の伝統に基
づき、作品を効果的に表現する為の基礎的な技
能を身に付け、表しているか。

・書の良さや美しさを感受し、意図に基づいて
構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文
化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えた
りすることが出来るようにする。

東京書籍

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い，豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に書の表現及び鑑賞の幅広い活動に取
り組もうとしているか。



〇

篆刻と落款
鑑賞
─篆刻の美や風趣を味わおう─

・落款の意味や種類について理解
する。
・篆刻の用具･用材や落款印の手順
について理解する。
・篆刻の作品を鑑賞する。

〇

３
学
期

生活に広げる ・便箋や封筒の宛名、履歴書な
ど、改まった場面で使われる書式
について理解し、場面に応じて書
く。
・はがきやカードなど、身近な場
面で気持ちを伝えるために書くも
のについて理解し、自分たちの創
意を生かして書く。

〇

〇

〇 〇 6

〇

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化に
ついて理解している。
・自身の表現の意図に基づく表現、篆刻・刻
字の表現の特質に基づく表現をする幅広い表
現の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

〇

・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風
趣との関わりについて理解している。
・生活や社会における書の効用について理解
している。
・自身の表現の意図に基づく表現、書の表現
の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習
活動に主体的に取り組もうとしている。

〇

4

合
計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（　１・２組：橋本、會田、本田　）　（３組：　會田、橋本）　（４・５組　：　本田、橋本、會田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

Power On English Communication1 （東京書籍）

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて的確に理解し適切に表現できる力を養う。

聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、聞くこと、読むこと、話すこと、書く
ことによる実際のコミュニケーションに応じて活用できる技能を身に付けるようにする。

主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケー
ションを取ろうとする態度が身についていく。

【学びに向かう力、人間性等】

[本文の内容理解]
［言語材料］
動詞の現在形・過去形，進行形，
助動詞＋動詞の原形
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する

【知識及び技能】
　知識］動詞の現在形・過去形，進行形，助
動詞＋動詞の原形を用いた文の形・意味・用
法を理解している。
［技能］過去と現在の日本の観光の状況につ
いて，動詞の現在形・過去形，進行形，助動
詞＋動詞の原形などの理解を基に，必要な情
報や話し手・書き手の意図，概要や要点を目
的に応じて捉えたり，自分の住んでいる地域
の魅力について，基本的な語句や文を用い
て，情報や自分の考えなどを論理性に注意し
て話したり書いたりして伝える技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
過去と現在の日本の観光の状況にについて，
必要な情報，話し手・書き手の意図，概要や
要点を捉えたり，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，自分の住んでいる地域の魅
力について，情報や自分の考えなどを論理性
に注意して話したり書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
過去と現在の日本の観光の状況について，必
要な情報，話し手・書き手の意図，概要や要
点を捉えようとしたり，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，自分の住んでいる地
域の魅力について，情報や自分の考えなどを
論理性に注意して話したり書いたりして伝え
ようとしている。

○ 〇

8

1学期中間考査 ・Lessonごとの表現活動の記録
（およびワークシート）
・授業用ワークシート
・準拠教材『WORKBOOK』
・準拠教材『スタディノート』

○

［題材内容］
生き物が光る理由や，その光が医
療研究に利用されていることに関
する生徒による発表。
［言語材料］
受け身，現在完了形，現在完了進
行形
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，発表する

【知識・技能】
　［知識］受け身，現在完了形，現在完了進
行形を用いた文の形・意味・用法を理解して
いる。
［技能］ 光る生き物やその光が医療研究に
利用されていることについて，受け身，現在
完了形，現在完了進行形などの理解を基に，
必要な情報や話し手・書き手の意図，概要や
要点を目的に応じて捉えたり，光る生き物に
ついて，基本的な語句や文を用いて，情報や
自分の考えなどを論理性に注意して話したり
書いたりして伝える技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
光る生き物やその光が医療研究に利用されて
いることについて，必要な情報，話し手・書
き手の意図，概要や要点を捉えたり，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，光る生
き物について，情報や自分の考えなどを論理
性に注意して話したり書いたりして伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
光る生き物やその光が医療研究に利用されて
いることについて，必要な情報，話し手・書
き手の意図，概要や要点を捉えようとした
り，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，光る生き物について，情報や自分の考え
などを論理性に注意して話したり書いたりし
て伝えようとしている。

○ ○

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常的な話題や社会的話題について、聞くこ
と、読むこと、話すこと（やり取り、発表）の
５つの領域の活動に取り組み、実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に付け
ることができる。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況に
応じて英語で表現したり、適切な英語を使用す
ることができるよう考えることができる。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Lesson 2 Light from Creaturea
Goals of the Lesson
Listening
光る生き物についての説明を聞き
取ることができる。
Reading
生き物が光る理由や、その光が医
療研究に利用されていることにつ
いて読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
光る生き物について話し合うこと
ができる。
Speaking(Presentation)
光る生き物について、視聴資料を
利用して発表することができる。
Writing
光る生き物について、視聴資料の
説明原稿を書くことができる。

○

Lesson 1
Japan’s New Tourism
Goals of the Lesson
Listening
旅行についての会話を聞き取るこ
とができる。
Reading
日本のニューツーリズムについて
読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
日本での観光について話し合うこ
とができる。
Speaking(Presentation)
旅行者に自分の住んでいる地域の
魅力を伝えることができる。
Writing
旅行者に向けたホームページの記
事を書くことができる。



8

〇 〇 〇 8

【知識・技能】
　［知識］後置修飾の現在分詞，後置修飾
の過去分詞，比較級・最上級を用いた文の
形・意味・用法を理解している。
［技能］日本や海外のマンガの形式やその翻
訳について，動詞の現在形・過去形，進行
形，助動詞＋動詞の原形などの理解を基に，
必要な情報や話し手・書き手の意図，概要や
要点を目的に応じて捉えたり，日本のマンガ
やその形式について，基本的な語句や文を用
いて，情報や自分の考えなどを論理性に注意
して話したり書いたりして伝える技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
日本や海外のマンガの形式やその翻訳につい
て，必要な情報，話し手・書き手の意図，概
要や要点を捉えたり，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，日本のマンガやその形
式について，情報や自分の考えなどを論理性
に注意して話したり書いたりして伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本や海外のマンガの形式やその翻訳につい
て，必要な情報，話し手・書き手の意図，概
要や要点を捉えようとしたり，聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら，日本のマンガ
やその形式について，情報や自分の考えなど
を論理性に注意して話したり書いたりして伝
えようとしている。

【知識・技能】
［知識］関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞を用いた文
の形・意味・用法を理解している。
［技能］バナナやバナナペーパー，バナナ
ペーパープロジェクトについて，関係代名詞
（主格），関係代名詞（目的格），S＋seem
＋to不定詞などの理解を基に，必要な情報や
話し手・書き手の意図，概要や要点を目的に
応じて捉えたり，バナナペーパー製品やバナ
ナペーパーの販売促進について，基本的な語
句や文を用いて，情報や自分の考えなどを論
理性に注意して話したり書いたりして伝える
技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
バナナやバナナペーパー，バナナペーパープ
ロジェクトについて，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えたり，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，バナ
ナペーパー製品やバナナペーパーの販売促進
について，情報や自分の考えなどを論理性に
注意して話したり書いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
バナナやバナナペーパー，バナナペーパープ
ロジェクトについて，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えようとした
り，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，バナナペーパー製品やバナナペーパーの
販売促進について，情報や自分の考えなどを
論理性に注意して話したり書いたりして伝え
ようとしている。

Lesson 4 Life to Right, Right?
Goals of the Lesson
Listening
日本のマンガの形式についての会
話を聞き取ることができる。
Reading
日本のマンガとその翻訳について
読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
日本のマンガについて話し合うこ
とができる。
Speaking(Presentation)
日本のマンガの形式について発表
することができる。
Writing
日本のマンガの形式について発表
用の原稿を書くことができる。

 


２
学
期

［言語材料］
後置修飾の現在分詞，後置修飾の
過去分詞，比較級・最上級
［言語の働き］
質問する，助言する，説明する，
賛成する，理由を述べる

Lesson3 Routes to the Top
Goals of the Lesson
Listening
好きなスポーツ選手についての会
話を聞き取ることができる。
Reading
スポーツクライマーである野口選
手のインタビューを読み取ること
ができる。
Speaking(Interaction)
好きなスポーツ選手について話し
合うことができる。
Speaking(Presentation)
好きなスポーツ選手について発表
することができる。
Writing
好きなスポーツ選手について発表
用の原稿を書くことができる。

 


〇

１学期期末考査

Lesson 5 Banana Paper
Goals of the Lesson
Listening
バナナやバナナペーパーについて
の会話を聞き取ることができる。
Reading
バナナペーパープロジェクトによ
る村の人々の暮らしの変化につい
て読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
好きな果物、バナナペーパー製
品、バナナペーパープロジェクト
について話し合うことができる。
Speaking(Presentation)
バナナペーパーの販売促進のため
の視覚資料を利用して発表するこ
とができる。
Writing
バナナペーパーの販売促進に関す
る発表用の原稿を書くことができ
る。

 


〇 1

〇 〇

［言語材料］
関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，誘う

［言語材料］
動名詞，不定詞，S＋V＋O［that
節］
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，助言する，紹介する，発表す
る

【知識・技能】
　［知識］動名詞，不定詞，S＋V＋O［that
節］を用いた文の形・意味・用法を理解して
いる。
［技能］野口選手や好きなスポーツ選手につ
いて，動詞の現在形・過去形，進行形，助動
詞＋動詞の原形などの理解を基に，必要な情
報や話し手・書き手の意図，概要や要点を目
的に応じて捉えたり，自分や友達の好きなス
ポーツ選手について，基本的な語句や文を用
いて，情報や自分の考えなどを論理性に注意
して話したり書いたりして伝える技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
野口選手や好きなスポーツ選手について，必
要な情報，話し手・書き手の意図，概要や要
点を捉えたり，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，自分や友達の好きなスポーツ
選手について，情報や自分の考えなどを論理
性に注意して話したり書いたりして伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
野口選手や好きなスポーツ選手について，必
要な情報，話し手・書き手の意図，概要や要
点を捉えようとしたり，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，自分や友達の好きな
スポーツ選手について，情報や自分の考えな
どを論理性に注意して話したり書いたりして
伝えようとしている。

○ ○ ○ 8

・Lessonごとの表現活動の記録
（およびワークシート）
・授業用ワークシート
・準拠教材『WORKBOOK』
・準拠教材『スタディノート』

○ ○

１
学
期



Lesson 6 Patterns in Human
Behavior
Goals of the Lesson
Listening
心理学実験についての説明を聞き
取ることができる。
Reading
心理学実験の手順や結果について
読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
人間の行動に関する話題について
話し合うことができる。
Speaking(Presentation)
人間の行動をコントロールする方
法について発表することができ
る。
Writing
人間の行動をコントロールする方
法について発表用の原稿を書くこ
とができる。

 


［言語材料］
It＋be動詞＋形容詞＋that節，S＋
V［be動詞以外＋C］，S＋V＋O＋C
［形容詞］
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する，
提案する

【知識・技能】
［知識］It＋be動詞＋形容詞＋that節，S＋V
［be動詞以外＋C］，S＋V＋O＋C［形容詞］
を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。
［技能］人間行動に関する心理学実践の手順
や結果について，It＋be動詞＋形容詞＋that
節，S＋V［be動詞以外＋C］，S＋V＋O＋C
［形容詞］などの理解を元に，必要な情報や
話し手・書き手の意図，概要や要点を目的に
応じて捉えたり，人間の行動に関する話題や
行動をコントロールする方法について，基本
的な語句や文を用いて，情報や自分の考えな
どを論理性に注意して話したり書いたりして
伝える技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
人間の行動に関する心理学実験の手順や結果
について，必要な情報，話し手・書き手の意
図，概要や要点を捉えたり，聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，人間の行動に関
する話題や行動をコントロールする方法につ
いて，情報や自分の考えなどを論理性に注意
して話したり書いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
人間の行動に関する心理学実験の手順や結果
について，必要な情報，話し手・書き手の意
図，概要や要点を捉えようとしたり，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，人間の
行動に関する話題や行動をコントロールする
方法について，情報や自分の考えなどを論理
性に注意して話したり書いたりして伝えよう
としている。

〇 〇 〇 8

Lesson 7 No Plastic or No
Future
Goals of the Lesson
Listening
プラスチックごみで命を落とす生
物についてのニュースを聞き取る
ことができる。
Reading
プラスチックごみによる海洋汚染
について読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
プラスチックごみに関する話題に
ついて話し合うことができる。
Speaking(Presentation)
プラスチックごみを減らす対策に
ついて、視覚資料を利用して発表
することができる。
Writing
プラスチックごみを減らす対策を
紹介する新聞記事を書くことがで
きる。

 


［言語材料］
関係副詞where，関係副詞when，関
係代名詞what
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，描写す
る，説明する，発表する，報告す
る

【知識・技能】
［知識］関係副詞where，関係副詞when，関
係代名詞whatを用いた文の形・意味・用法を
理解している。
［技能］プラスチックごみによる海洋汚染に
ついて，動詞の関係副詞where，関係副詞
when，関係代名詞what などの理解を基に，
必要な情報や話し手・書き手の意図，概要や
要点を目的に応じて捉えたり，プラスチック
ごみに関する話題やごみを減らす対策につい
て，基本的な語句や文を用いて，情報や自分
の考えなどを論理性に注意して話したり書い
たりして伝える技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
プラスチックごみによる海洋汚染について，
必要な情報，話し手・書き手の意図，概要や
要点を捉えたり，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，プラスチックごみに関する
話題やごみを減らす対策について，情報や自
分の考えなどを論理性に注意して話したり書
いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
プラスチックごみによる海洋汚染について，
必要な情報，話し手・書き手の意図，概要や
要点を捉えようとしたり，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，プラスチックごみ
に関する話題やごみを減らす対策について，
情報や自分の考えなどを論理性に注意して話
したり書いたりして伝えようとしている。

〇 〇 〇 8

【知識・技能】
［知識］関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞を用いた文
の形・意味・用法を理解している。
［技能］バナナやバナナペーパー，バナナ
ペーパープロジェクトについて，関係代名詞
（主格），関係代名詞（目的格），S＋seem
＋to不定詞などの理解を基に，必要な情報や
話し手・書き手の意図，概要や要点を目的に
応じて捉えたり，バナナペーパー製品やバナ
ナペーパーの販売促進について，基本的な語
句や文を用いて，情報や自分の考えなどを論
理性に注意して話したり書いたりして伝える
技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
バナナやバナナペーパー，バナナペーパープ
ロジェクトについて，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えたり，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，バナ
ナペーパー製品やバナナペーパーの販売促進
について，情報や自分の考えなどを論理性に
注意して話したり書いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
バナナやバナナペーパー，バナナペーパープ
ロジェクトについて，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えようとした
り，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，バナナペーパー製品やバナナペーパーの
販売促進について，情報や自分の考えなどを
論理性に注意して話したり書いたりして伝え
ようとしている。

２
学
期

Lesson 5 Banana Paper
Goals of the Lesson
Listening
バナナやバナナペーパーについて
の会話を聞き取ることができる。
Reading
バナナペーパープロジェクトによ
る村の人々の暮らしの変化につい
て読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
好きな果物、バナナペーパー製
品、バナナペーパープロジェクト
について話し合うことができる。
Speaking(Presentation)
バナナペーパーの販売促進のため
の視覚資料を利用して発表するこ
とができる。
Writing
バナナペーパーの販売促進に関す
る発表用の原稿を書くことができ
る。

 


２学期期末考査 ・Lessonごとの表現活動の記録
（およびワークシート）
・授業用ワークシート
・準拠教材『WORKBOOK』
・準拠教材『スタディノート』 〇 〇 〇 1

［言語材料］
関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，誘う



〇

【知識・技能】
［知識］現在分詞の分詞構文，関係代名詞の
非制限用法，過去完了形を用いた文の形・意
味・用法を理解している。
［技能］食料資源，フィッシュ・アンド・
チップスの起源や歴史について，現在分詞の
分詞構文，関係代名詞の非制限用法，過去完
了形などの理解を基に，必要な情報や話し
手・書き手の意図，概要や要点を目的に応じ
て捉えたり，食べ物やマグロ漁獲量の現状に
ついて，基本的な語句や文を用いて，情報や
自分の考えなどを論理性に注意して話したり
書いたりして伝える技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
食料資源，フィッシュ・アンド・チップスの
起源や歴史について，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えたり，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，食べ
物やマグロ漁獲量の現状について，情報や自
分の考えなどを論理性に注意して話したり書
いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
食料資源，フィッシュ・アンド・チップスの
起源や歴史について，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点を捉えようとした
り，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，食べ物やマグロ漁獲量の現状について，
情報や自分の考えなどを論理性に注意して話
したり書いたりして伝えようとしている。

［言語材料］
現在分詞の分詞構文，関係代名詞
の非制限用法，過去完了形
［言語の働き］
質問する，説明する，報告する，
発表する

・Lessonごとの表現活動の記録
（およびワークシート）
・授業用ワークシート
・準拠教材『WORKBOOK』
・準拠教材『スタディノート』

Lesson 9 Is E-sports a real
Sport?
Goals of the Lesson
Listening
eスポーツについての会話を聞き取
ることができる。
Reading
eスポーツの現状、利点や欠点など
について読み取ることができる。
Speaking(Interaction)
eスポーツについて話し合うことが
できる。
Speaking(Presentation)
eスポーツの利点を示しながら意見
の異なる相手を説得するための発
表をすることができる。
Writing
eスポーツの利点についての発表用
の原稿を書くことができる。

 


学年末考査

【知識・技能】
［知識］S＋V［知覚］＋O＋C［現在分詞，原
形不定詞］，S＋V［使役］＋O＋C［原形不定
詞］，S＋V＋O₁＋O₂［ if などの節］を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
［技能］ e スポーツの現状，利点や欠点に
ついて，S＋V［知覚］＋O＋C［現在分詞，原
形不定詞］，S＋V［使役］＋O＋C［原形不定
詞］，S＋V＋O₁＋O₂［ if などの節］などの
理解を基に，必要な情報や話し手・書き手の
意図，概要や要点を目的に応じて捉えたり，
eスポーツやeスポーツの利点について，基本
的な語句や文を用いて，自分の考えや意見な
どを論理性に注意して話したり書いたりして
伝える技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
e スポーツの現状，利点や欠点について，必
要な情報，話し手・書き手の意図，概要や要
点を捉えたり，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，eスポーツやeスポーツの利点
について，情報や自分の考えなどを論理性に
注意して話したり書いたりして伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
e スポーツの現状，利点や欠点について，必
要な情報，話し手・書き手の意図，概要や要
点を捉えようとしたり，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，e スポーツやeス
ポーツの利点について，情報や自分の考えな
どを論理性に注意して話したり書いたりして
伝えようとしている。

［言語材料］
S＋V［知覚］＋O＋［現在分詞，原
形不定詞］，S＋V［使役］＋O＋C
［原形不定詞］，S＋V＋O₁＋O₂［
if などの節］
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，意見を
言う，説得する，発表する

〇

３
学
期

〇 8

8

1

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Lesson 8 Oh My Cod!
Goals of the Lesson
Listening
食料資源についての会話を聞き取
ることができる。
Reading
フィッシュ・アンド・チップスの
起源や歴史について読み取ること
ができる。
Speaking(Interaction)
食べ物について話し合うことがで
きる。
Speaking(Presentation)
マグロ漁獲量に関するグラフを読
み取り、マグロの現状について発
表することができる。
Writing
マグロ漁獲量の現状について発表
用の原稿を書くことができる。

 


合計
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことに
よる実際のコミュニケーションに応じて活用できる技能を身に付けるようにする。

（　５組：橋本裕二　　　　）（　組：　　　　）

他者を尊重しながら、外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して、自分の意見や考えなどを話
したり書いたりして表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

言語の働きや役割などを理解して、実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる。

情報や考えなどを外国語で的確に理解したり、適
切に伝えあうことができる。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して、自分
の意見や考えなどを話したり書いたりできる。

論理表現Ⅰ

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて的確に理解し適切に表現できる力を養う。

聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろう
とする態度を養う。

0

【 知　識　及　び　技　能 】

6

B 単元:Lesson2
【知識及び技能】
動詞の過去形のきまりに関する事
項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の好きな教科について伝え合
うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の好きな教科について基本的
な語句を用いて、相手に伝えよう
とする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

論理表現Ⅰ

（　１組：浜脇紀充　　　　）（　２組：浜脇紀充　　　　）（　３組：浜脇紀充　　　　）（　４組：橋本裕二　　　　）

外国語 論理表現Ⅰ 2

○ 8

配当
時数

A 単元：Lesson1
【知識及び技能】
be動詞、一般動詞の現在形のきま
りに関する事項を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分自身のことについて、基本
的な語句や文を用いて発表するこ
とができる。

文法：be動詞　一般動詞の現在形 【知識・技能】
be動詞、一般動詞の現在形のきまりに関する事項
をきちんと理解している。
【思考・判断・表現】
自分自身のことについて、整理して、発表するこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
自分自身のことについて、基本的な語句や文を用
いて発表しようと努力している。

○ ○ ○

1

C 単元：Lesson3
【知識及び技能】
基本時制（現在、過去、未来表
現）についての決まりに関する事
項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
好きな絵について、基本的な語句
や文を用いて、自分の考えを発表
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
好きな絵について、基本的な語句
や文を用いて、自分の考えを発表
しようとする。

○

文法：現在完了形　現在完了進行
形

【知識・技能】
現在完了形を使って、料理のメニューを表す表現
を適切に使えている。
【思考・判断・表現】
注文したい料理について、基本的な語句や文を用
いて、自分の考えを伝え合っている。

【主体的に学習に取り組む態度】
注文したい料理について、基本的な語句や文を用
いて、自分の考えを伝え合っている。

○ ○ ○

6

中間考査 ○ ○

D 単元：Lesson4
【知識及び技能】
現在完了形（完了　経験　継続）
現在完了進行形のきまりに関する
事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の食文化について、基本的な
語句を用い、自分の考えを発表す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の食文化について、基本的な
語句を用い、自分の考えを発表し
ようとする。

8

期末考査
1

文法：未来表現 【知識・技能】
基本時制（現在、過去、未来表現）についての決
まりに関する事項を理解している。
【思考・判断・表現】
好きな絵について、基本的な語句や文を用いて、
自分の考えを発表している。

【主体的に学習に取り組む態度】
好きな絵について、基本的な語句や文を用いて、
自分の考えを発表しようと努力している。

○ ○

○ ○

文法：be動詞　一般動詞の過去形
現在進行形、過去進行形

１
学
期

【知識・技能】
動詞の過去形のきまりに関する事項をきちんと理
解している。」
【思考・判断・表現】
自分の好きな教科について基本的な語句を用い
て、相手に伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の好きな教科について基本的な語句を用い
て、相手に伝えようと努力している。

○ ○



1

〇 6

C 単元：Lesson６
【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法　形容詞的用
法　副詞的用法）の決まりに関す
る事項を理解する。。
【思考力、判断力、表現力等】
旅行での出来事について、基本的
な語句や文を用いて、正確に書く
ことができる。。

【主体的に学習に取り組む態度】
旅行での出来事について、基本的
な語句や文を用いて、正確に書こ
うとする。
　

文法：不定詞（名詞的用法　形容
詞的用法　副詞的用法）

【知識・技能】
不定詞の特徴やきまりに関する事項を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
旅行での出来事について、基本的な語句や文を用
いて、正確に書くことができる。。

【主体的に学習に取り組む態度】
旅行での出来事について、基本的な語句や文を用
いて、正確に書こうとしている。

〇 〇 〇 8

中間考査 〇

C 単元：Lesson５
【知識及び技能】
助動詞、受動態のきまりに関する
事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
観光の目的地について、基本的な
語句や文を用いて、自分の考えを
伝え合うことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
観光の目的地について、基本的な
語句や文を用いて、自分の考えを
伝え合おうとする。。

文法：助動詞　受動態 【知識・技能】
現在完了形を使って、料理のメニューを表す表現
を適切に使えている。
【思考・判断・表現】　　　　　注文したい料理
について、基本的な語句や文を用いて、自分の考
えを伝え合おうと努力している。。

【主体的に学習に取り組む態度】
注文したい料理について、基本的な語句や文を用
いて、自分の考えを伝え合っている。

〇 〇

２
学
期

C 単元：Lesson8
【知識及び技能】
比較（比較級　最上級　同等比
較）のきまりに関する事項を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的技術製品について、基本的
な語句や文を用いて自分の考えな
どを正確に書くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
科学的技術製品について、基本的
な語句や文を用いて自分の考えな
どを正確に書こうとする。
　

〇

C 単元：Lesson7
【知識及び技能】
動名詞、分詞のの決まりに関する
事項を理解する。。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの試合について、基本的
な語句や文を用いて事実などを伝
え合うことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
スポーツの試合について、基本的
な語句や文を用いて、事実などを
伝え合おうとする。
　

文法：動名詞　分詞 【知識・技能】
現在完了形を使って、料理のメニューを表す表現
を適切に使えている。
【思考・判断・表現】
注文したい料理について、基本的な語句や文を用
いて、自分の考えを伝え合っている。

【主体的に学習に取り組む態度】
注文したい料理について、基本的な語句や文を用
いて、自分の考えを伝え合っている。

6

C 単元：Lesson９
【知識及び技能】
関係代名詞（主格　目的格　目的
格の省略）のきまりに関する事項
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
体の具合について、基本的な語句
や文を用いて、伝えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
体の具合について、基本的な語句
や文を用いて、伝えようとする。
　

【知識・技能】
関係代名詞（主格　目的格　目的格の省略）のき
まりに関する事項を理解している。
【思考・判断・表現】
体の具合について、基本的な語句や文を用いて、
伝え合っている。

【主体的に学習に取り組む態度】
体の具合について、基本的な語句や文を用いて、
伝えあおうとしている。

1

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

期末考査 〇 〇 〇

文法：比較 【知識・技能】
比較（比較級　最上級　同等比較）のきまりに関
する事項を理解している。
【思考・判断・表現】
科学的技術製品について、基本的な語句や文を用
いて自分の考えなどを正確に書いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
科学的技術製品について、基本的な語句や文を用
いて自分の考えなどを正確に書こうとしている。

8

7



３
学
期

〇

〇 〇 〇

〇 1

合計

70

学年末考査

7

C 単元：Lesson10
【知識及び技能】
関係副詞、仮定法のきまりに関す
る事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
友達について、基本的な語句や文
を用いて自分の考えを正確に書く
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
友達について、基本的な語句や文
を用いて自分の考えを正確に書こ
うとする。
　
　

文法：関係副詞　仮定法 【知識・技能】
関係副詞、仮定法のきまりに関する事項を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
友達について、基本的な語句や文を用いて自分の
考えを正確に書いている。

【主体的に学習に取り組む態度】　友達につい
て、基本的な語句や文を用いて自分の考えを正確
に書こうとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校令和５年度（１学年用）教科  科目　情報Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

定期考査 ○ ○

05　情報社会
06　個人情報
07　知的財産権
08　著作権
09　情報セキュリティ
10　情報セキュリティ対策（1）
　　　‐セキュリティ対策の技術
‐
11　情報セキュリティ対策（2）
　　　‐技術的な対策‐
12　情報セキュリティ対策（3）
　　　‐対策への意識‐

13　情報技術の発展（1）
14　情報技術の発展（2）
15　情報技術の適切な活用（1）
16　情報技術の適切な活用（2）

【知識・技能】
　人工知能やクラウドコンピューティングな
ど，発展がめざましい情報技術について理解
している。
【思考・判断・表現】
　情報技術の発展がもたらす社会や生活の変
化や影響についてよい面と悪い面の両面から
考え，判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報技術の発展とインターネット上のトラ
ブルについて主体的に対応しようとしてい
る。

○

評価規準 知 思 態

第3章　情報技術が社会に及ぼす影
響

・人工知能やデジタルトランス
フォーメーションなど，発展する
情報技術と情報技術がもたらす社
会や生活の変化について理解させ
る。
・インターネット上のさまざまな
トラブルを学び，情報技術の適切
な活用について理解させる。
・情報技術を効果的に活用し，社
会をよりよくしていく方法につい
て考えさせる。

○ 5

【知識・技能】
　情報社会を支える法律について理解してい
る。また、情報セキュリティの性質について
理解している。
【思考・判断・表現】
　法を遵守した判断や情報モラルに配慮した
適切な判断ができる。また、セキュリティを
脅かす問題に対する適切な対策について考
え，判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報社会を支える法律・制度について意欲
的に学ぼうとしている。また、情報セキュリ
ティを守るために情報技術を適切に活用しよ
うとしている。

1

　効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能
を身に付けているとともに，情報社会と人との
関わりについて理解している。

　事象を情報とその結び付きの視点から捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に用いている。

情報 I Next　（数研出版）

情報

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する。

情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 12

配当
時数

１
学
期

第1編　情報社会の問題解決
第1章　情報とメディア

・情報とは何か，情報の信ぴょう
性とは何かを理解させ，クロス
チェックの重要性を具体的に理解
させる。
・情報によって適したメディアが
異なり，メディアの変換が可能な
こと，メディアを変換すると，失
われる情報とつけ加わる情報があ
ることを理解させる。
・問題解決のプロセス（PDCAサイ
クル）を具体例をもとに理解させ
るとともに，情報や情報技術を活
用して問題を発見・解決する方法
を身に付けさせる。

01　情報の特徴
02　情報の表現形式
03　問題解決（1）
04　問題解決（2）

・CALL室の端末と一人１台端末の
活用をする。
・副教材を活用する。

【知識・技能】
　「情報」がもつ意味やはたらきについて理
解している。また、一次情報・二次情報と
いった情報の種類について理解している。
【思考・判断・表現】
　「情報」がもつ意味やはたらきについて考
え，その結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　「情報」がもつ意味やはたらきについて考
えようとしている。 ○ ○ ○ 6

第2章　情報社会における法とセ
キュリティ

・情報に関する法規や制度につい
て理解させるとともに，それらの
必要性について考えさせる。
・個人情報保護の重要性や活用，
肖像権・プライバシー権について
理解させる。
・著作権と産業財産権の保護の必
要性を十分に理解させ，著作権法
がどのようなものか具体的に理解
させる。
・ユーザ認証，アクセス制御な
ど，情報セキュリティを高める技
術やその重要性について理解させ
る。
・情報セキュリティを脅かす事例
やコンピュータウイルス及びその
対策の具体例を理解させる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

情報

情報に関する科学的な見方・考え方、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための能力を培う。

コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得する。

（５組：遠藤　） （　組：　　　　）

　情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技
術を活用し，自ら評価し改善しようとしてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

情報Ⅰ

（１組：眞嶋　） （２組：遠藤　） （３組：眞嶋　） （４組：眞嶋　）

情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



〇 〇

２
学
期

第2編　コミュニケーションと情報
デザイン
第1章　情報のデジタル表現

・アナログとデジタルの違い，デ
ジタル情報の特徴やメリットを理
解させる。
・ビットの概念を理解させ，それ
を表現するための2進法や16進法，
さらに2進法を用いた数のデジタル
表現，文字のデジタル表現を理解
させる。
・音，画像，動画のデジタル化の
原理を理解させる。
・デジタル情報ならではのデータ
圧縮の原理と具体例について理解
させる。

17　デジタル情報の特徴
18　デジタル情報の表し方（1）‐
数値‐
19　デジタル情報の表し方（2）‐
単位・文字‐
20　デジタル表現（1）‐音・画像
‐
21　デジタル表現（2）‐解像度・
色の表現‐
22　デジタル表現（3）‐CG・動画
‐
23　データの圧縮

【知識・技能】
アナログ情報とデジタル情報のちがいや，デ
ジタル情報の特徴について理解している。ま
た、情報の量の単位、２進法・10進法・16進
法の変換のしかたについて理解し，実際に変
換を行うことができる。
【思考・判断・表現】
アナログ情報とデジタル情報のちがいについ
て考え，適切に判断している。2進法・10進
法・16進法の数の変換の方法について考え，
その結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル情報の表し方について理解し，活用
しようとしている。

○ ○ ○ 8

第2章　コミュニケーション手段の
発展と特徴

・古代からの技術的な進歩を概観
し，コミュニケーション手段の発
展について理解させる。
・情報を発信するときのメディア
の性質と特徴を理解させ，目的や
状況に応じて適切なメディアの選
択ができる力を身に付けさせる。

24　コミュニケーション手段の発
達
25　情報の発信とメディアの性

【知識・技能】
情報通信技術の進展がコミュニケーション手
段を変化させてきたことを理解している。ま
た、情報伝達のメディアの性質を理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】
情報発信の目的や受け手に応じて情報伝達の
メディアを適切に選択している。

【主体的に学習に取り組む態度】
コミュニケーションの手段として通信が発達
してきた歴史を知ろうとしている。

〇 〇 〇 4

〇 10

定期考査 ○ ○ 1

第4章　プレゼンテーション

・プレゼンテーションの流れと注
意点を理解させるとともに，効果
的なコミュニケーションのために
情報デザインの考え方や方法を理
解させる。
・プレゼンテーションソフトウェ
アの使い方や表現する技能を身に
付けさせるとともに，その制作物
を評価し改善する活動を行わせ
る。

28　プレゼンテーションの流れ
29　プレゼンテーションの注意点

【知識・技能】
　プレゼンテーションの実施や資料作成のた
めの知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
　プレゼンテーションの目的や対象者をふま
えて，効果的なプレゼンテーションとなるよ
う考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
プレゼンテーションの方法を身につけようと
し、他者の発表を自身に生かそうとしてい
る。

第3章　情報デザイン

・情報デザインが人や社会に果た
している役割を理解させるととも
に，情報を抽象化・構造化・可視
化する方法や表現を工夫する技能
を身に付けさせる。
・ユーザビリティやアクセシビリ
ティ，ユニバーサルデザイン等に
ついて，身近な具体例を挙げなが
ら理解させる。

26　情報を表現する方法
27　効果的な情報デザイン

【知識・技能】
伝えたい情報をわかりやすく表現するために
必要な知識を身につけ，実際に表現すること
ができる。
【思考・判断・表現】
　コミュニケーションの目的や受け手の状況
に応じて，情報をどのように活用・表現すれ
ばよいか考え，その結果を適切に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータを活用して情報を受け手にわ
かりやすく表現しようとしている。また、や
ユニバーサルデザインが社会の中ではたして
いる役割を知ろうとしている。

〇 〇 〇 6



第4編　情報通信ネットワークと
データの活用
第1章　ネットワークのしくみ

・コンピュータでの通信の基本的
な方式やプロトコルなど，イン
ターネットでの通信の原理につい
て理解させる。
・パケット通信の原理とメリット
について理解させる。
・IPアドレス，ドメイン名，URLな
どによるインターネットでの電子
メール・ウェブ閲覧，暗号の原理
など，情報通信ネットワークのし
くみや情報セキュリティを確保す
るための方法について理解させ
る。
・目的や状況に応じて，情報セ
キュリティを確保する方法につい
て考えさせる。

40　コンピュータによる通信
41　通信プロトコル
42　パケット通信
43　IPアドレスとドメイン名
44　WWWと電子メール
45　情報の暗号化

【知識・技能】
　LANとWANなど，コンピュータによる通信や
モバイル通信に関する知識を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
　LANやインターネットなど，コンピュータ
による通信とその利便性について考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ネットワークのしくみを理解しようとしてい
る。

〇 〇

３
学
期

第3編　コンピュータとプログラミ
ング
第1章　ネットワークのしくみ

・コンピュータの基本的なしくみ
とはたらき，CPU，メモリ，補助記
憶装置，入出力装置，OS，ファイ
ルの基礎について理解させる。
・コンピュータの内部における数
の表現方法と計算に関する限界に
ついて理解させる。
・コンピュータで扱われる情報の
特徴やコンピュータの能力との関
係について考えさせる。

30　ハードウェア
31　ソフトウェア
32　コンピュータでの数値の内部
表現

【知識・技能】
　コンピュータの基本的な構成について理解
し，基本的な操作ができる技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
　コンピュータの中のCPUやメモリ，補助記
憶装置の役割について考え、ソフトウェアの
はたらきについて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータのしくみを知り，活用しよう
としている。

〇 〇

1

合計

70

第2章　プログラミング

・問題の解法をアルゴリズムを用
いて表現する方法を身に付けさせ
る。
・プログラミングの基本的な考え
方とコンピュータを活用する方法
を理解させる。
・プログラミングの技能を身に付
けさせるとともに，プログラムを
評価し改善する活動を行わせる。

33　アルゴリズム
34　プログラミング（1）
　　　‐プログラミング言語‐
35　プログラミング（2）
　　　‐プログラミングの方法‐
36　プログラミング（3）
　　　‐条件分岐式とくりかえし
命令‐

【知識・技能】
　アルゴリズムをフローチャートなどの図に
よって表現する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
　解決したい問題によって適切なプログラミ
ング言語を選択する必要があることについて
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・アルゴリズムを，ことばやフローチャート
で表そうとしている。また、プログラミング
言語について学ぼうとしている。

〇 〇 〇 6

〇 7

定期考査

○ ○

〇 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 1

1〇 〇 〇
都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム
事業　自立支援プログラム

○ ○ ○ 2

〇

・町田リサイクルセンターによるSDGS１2番目に関す
る講義と１１月の体験活動発表会に向けた課題設定
等。

〇

・社会の一員として主体的に関わろうとする姿勢等。
・問いや課題を見付け、学習に主体的に取り組もとする
姿勢等。

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間 人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人間と社会　東京都教育委員会

総合的な探究の時間

　学習、体験活動などを通して、道徳を養い、形成した判断基準（価値観）を高める。

　社会的現実に照らし、よりよい生き方を主体的に選択し、行動する能力を育成する。

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

選択・行動に関する資質・能力を育成する学習、体験活動による学習を通してよりよい
生き方の主体的な選択を育成することを目指す。

選択・行動に関する資質・能力を育成する学習、体験活動による学習を通してよりよい
生き方の主体的な選択を育成することを目指す。

　価値の理解を深める学習、選択・行動に関する能力を育成する。

（１組：　明石　）（２組：　園部　） （３組：　西山　） （４組：　谷口　）

１
学
期

・単元の基本的な内容に関して
学ぶ
・ケーススタディ～あなたなら
どうする？OPPワークシートの
記入
・グループワークにより意見を
出し合い、新たな問い・疑問や
不思議を言葉による表現

【知識及び技能】知識を身につけたり、情報を整理・
分析したりすることや、解決のための話し合いを進め
たり、自分の考えを効果的に説明したりするなどの技
能を身につける。
「自然と人間の関わり」について、「私たちの生活と
取り巻く自然や環境」等について、情報を整理し、理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】生徒自らが情報を収集
し、整理。分析したものを基に考察した内容を意見と
して発表したり討論したり、自分の考えを文章にまと
めたりするなどの表現する活動の機会を設け、積極的
に活用していくことが必要である。
「生命の尊さ」「自然愛護」について自己の考えを深
めさせるとともに、課題対応能力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】課題解決を図って、よ
りよい社会を実現するためには、社会を構成する当事
者として社会の中に存在する様々な課題に向き合い、
社会の一員として積極的に課題解決に取り組む。

単元　第１4章自然と人間の関わり

東京都立山崎

SDGｓ~持続可能な社会について知り、考え
る（初級）

（株）トップアスリート（１３
歳のハローワーク公式サイト編
集部）

（５組：　広田　）

○ 6

プレゼンテーション・ワークショップ

総合的な探究の時間 人間と社会 1

配当
時数

単元　序章と第１章人間関係を築く ・単元の基本的な内容に関して
学ぶ
・ケーススタディ～あなたなら
どうする？ワークシートの記入
・学習の進め方の説明

【知識及び技能】自己と実生活や実社会との関わりか
ら、生徒が新しい課題を自ら見出したり、考察に必要
な知識を身につけたり、情報を整理・分析したりす
る。
【思考力、判断力、表現力等】「相互理解」「思いや
り」について自己の考えを深めさせるとともに、人間
関係形成能力・社会形成能力を育成すること。
【学びに向かう力、人間性等】集団活動の中で、人間
としての在り方生き方に対する自覚を深めるととも
に、社会の中で自己のよさや可能性を生かす力、前向
きに自己の将来を設計する態度などを育てていく。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・様々な価値や考え方があるという多様性の理解や他者
と共同することの意義の理解等。
・他者と協働する技能等。
・必要な情報の収集・整理・分析等。

・一面的な考察から多面的・多角的考察への
変化や自己の内面の変化から自己の行動の変
化等。
・自他の考え方や調べた知識等を他者に伝え
る力等。

・１学年によるユネスコスクー
ルとしての取り組みについて
・特別活動に向けた準備
・町田市役所,東京家政学院大
学との協働した体験活動

探究活動
探究活動計画書の作成により得られた「探
究テーマの決定、背景、目的、方法」から
探究活動（アウトプットを含む）を行う。
町田リサイクルセンターでの見学と中間発
表会

・探究計画書に沿った探究活動
・町田リサイクルセンターでの
中間発表会に向けた準備
・町田市役所,東京家政学院大
学との協働した事前準備

○ ○

町田市役所による出前授業 町田市役所　環境政策課

探究活動計画書の作成

・探究テーマの決定
・背景、目的、方法

・探究テーマの決定から「探究
計画書」の背景、目的、方法を
グループ活動で議論し決定
・１学期の中間報告をまとめ
・１学年によるユネスコスクー
ルとしての取り組みについて
・特別活動に向けた準備
・町田市役所,東京家政学院大
学とのと協働した事前準備

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新たな課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己と社会との関りから課題を見いだし、情報を集
め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する力を
基に議論したいする表現力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことに
よって、人間としての在り方生き方に対する自覚を深
め、社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を
実現しようとする態度を養う。

○ ○ ○ 2

○ 4

G 特別活動6時間
東京家政学院大による「探究とは？」のプ
ログラム ○ ○

H 体験活動を通しての探究発表準備 ・次のステップへ進もう
・パワーポイント等を用いた探
究のプロセスから生み出された
問いの発表への準備

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新たな課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己と社会との関りから課題を見いだし、情報を集
め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する力を
基に議論したいする表現力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことに
よって、人間としての在り方生き方に対する自覚を深
め、社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を
実現しようとする態度を養う。

○ ○ ○ 2

２
学
期

1○ ○ ○

（NPO）16歳の仕事塾 都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム
事業　自立支援プログラム

F 特別活動6時間
町田リサイクルセンターとのSDGｓ１１番目
への貢献と理解に向けたプログラム

○ ○ ○ 6



4

合計

・パワーポイント等を用いた探
究のプロセスから生み出された
問いの発表への準備
・外部機関との連携による発表
・外部機関からの講評を含めた
まとめと振り返り

○ ○

I  体験活動を通しての探究発表準備と発表
会

35

３
学
期

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新たな課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己と社会との関りから課題を見いだし、情報を集
め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する力を
基に議論したいする表現力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことに
よって、人間としての在り方生き方に対する自覚を深
め、社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を
実現しようとする態度を養う。

○


